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ト
マ
ソ
ン
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
像

ー

ー

G
・
K
・
フ
ォ
1
テ
ス
キ
ュ
ー
に
よ
る
「
目
録
へ
の
序
文
」
の
翻
訳
を
中
心
に
|
|

松

谷

好

同
月
r
I
 

は
じ
め
に

II 

G
-
K
・
フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
「
目
録
へ
の
序
文
」
(
一
九

O
八
)
(
翻
訳
)

国

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
索
引
へ
の
手
引
き
」
(
一
九
八
一
)
(
翻
訳
)

は
じ
め
に

本
大
学
図
書
館
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
文
献
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
テ

1
プ
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
、
二

0
0
0年
三
月

に
納
め
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
(
ト
マ
ソ
ン
ト
ラ
ク
ツ
と
も
呼
ば
れ
る
)
ほ
ど
異
彩
を

放
つ
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
史
、
特
に
近
代
社
会
の
成
立
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
一
七
世
紀

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
歴
史
研
究
に
と
っ
て
、

ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
的
価
値
は
ど
れ
ほ
ど
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
決
し
て



h
K
3
0
 

争

ω
しト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、

一
七
世
紀
ロ
ン
ド
ン
の
書
籍
商
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
が
、

一
六
四

O
年
の
短
期
議
会
開
催
時
か
ら

一
六
六

O
年
の
王
政
復
古
と
そ
の
直
後
の
時
期
に
至
る
ま
で
に
組
織
的
に
収
集
し
た
約
二
万
四
千
点
に
及
ぶ

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
本
、
新

問
、
手
書
き
文
書
」

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
本
論
H
に
お
い
て

G
・
K
・
フ
ォ

1
テ
ス
キ
ュ
ー
が
詳
述
す
る
如
く
、

こ
の
希
有

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ま
こ
と
に
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
な
が
ら
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
保
た
れ
、
創
立
(
一
七
五
九
年
)
間
も
な
い
大
英
博
物
館

に
一
七
六
二
年
頃
、
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
財
政
的
援
助
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。

か
く
し
て
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
得
し
た
大
英
博
物
館
は
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
納
め
ら
れ
た
貴
重
な
一
級
資
料
の
閲
覧
を

広
範
な
人
々
に
可
能
と
し
た
。

ホ
イ
ッ
グ
史
観
の
代
表
作
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
』
(
同
町
宮
ミ
。
片
岡
山
口

m-g色
時
。
自
任
命

K
F
2
2位
。
ロ
え

E
B
g

p
o
∞
。
。
。
互
い

E
∞
'
E
-
E。-ω
・
)
を
書
い
た
初
代
マ
コ

l
リ
!
(
冨

R
E
-
a
)
男
爵
ト
マ
ス
・
パ
ビ
ン
ド
ン

(
d
5
5
8
回

ω
t
z
m
件。P
H
∞cct

包
)
は
じ
め
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
史
研
究
の
一
大
金
字
塔
と
目
さ
れ
る
『
大
内
戦
史
』
(
同
町
宮
司
え
岳
め
の
お
巳

ci一
司
R
5
b
'
h
p

ω
g
z・
)
を
著
わ
し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ロ

l
ソ
ン
・
ガ

l
ド
ナ

1
3
m菖
Eo-
一
月
虫
君
。
ロ
の

R
ι
E
q
)
、
『
オ
リ
ヴ
ァ

1
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
演

説
・
書
簡
集
』
(
司
Foω
宮ゅの
F
2
8巳
円
。
拝
。
吋
ω
。
同
(
)
出
活
ヱ
リ
5
B
J司色
L
∞
合
)
を
編
ん
だ
ト
マ
ス
・
カ

1
ラ
イ
ル

ど

(己
5
B
g
n
R
-
1
0
)
な

一
九
世
紀
の
著
作
家
た
ち
は
い
ず
れ
も
、
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
大
い
に
利
用
し
て
そ
れ
ら
の
著
作
を
も
の
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
間
大
英
博
物
館
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
自
身
が
収
集
、
整
理
に
当
た
っ
て
用
い
た
方
法
を
生
か
し
つ
つ
、
全
ト
ラ
ク
ト
(
収
集

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
本
、
新
聞
、
手
書
き
文
書
)

つ
い
に
一
九

O
八
年
、

そ
の
成
果
を
二
巻
本
の
形
で

の
目
録
作
成
の
作
業
を
続
け
、

公
刊
し
た
。

そ
れ
が
、

『
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
、

一
六
四

O
l
一
六
六
一
年
の
、
内
戦
・
共
和
国
・
王
政
復
古
に

か
か
わ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
本
・
新
聞
・
手
書
き
文
書
の
目
録
』
(
わ
旦
包
。

m
5
0ご
Z
E
E
-
)
E
Z
F
図。。

zwzo者
名
3
2
p
m
w口弘

冨
g
c
R江
古

ZHU-otロ間同

2
z
c
i】
」
有
印
♂
任
。
ゎ
。
B
E。
ロ
ヨ
色
丹
F
自
己
彩
色
。
E
位。
p
g
-
-
0
2
0広
石
の
g
a
o
H
d。
B
a
s
-
尽
き
'HgH)
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で
あ
る
。

こ
の
『
目
録
』

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
区
分

2
0
2
Zロ)
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
区
分
は
、

一
六
四

O

六
一
年
の
、

新
聞
を
除
く
全
ト
ラ
ク
ト
の
名
称
が
、
時
系
列
的
に
(
何
年
何
月
何
日
と
)
、
並
べ
て
あ
る
。
第
二
区
分
は
、

一
六
四
一
1eal--

六
三
年
の
新
聞

198 

の
名
称
、
第
三
区
分
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
索
引
で
あ
る
。

こ
の
『
目
録
』
刊
行
に
当
た
っ
て
、
当
時
の
大
英
博
物
館
図
書
部
長
(
問
。

8
2
ぇ

P
E件。【回目
g
E
)
G
・
K
・
フ
ォ

1
テ
ス
キ
ュ
ー

(
の
・
同
・
司
。
再
2
2
0
)
が
長
文
の
序
文
を
書
き
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
知
り
う
る
限
り
の
こ
と
を
詳
述

し
た
。
こ
の
序
文
は
、

ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
今
日
で
も
必
読
の
一
文
で
あ
り
、
ま
た
、
ト
ラ
ク

ト
を
直
接
利
用
し
な
く
て
も
、

一
七
世
紀
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
史
、
イ
ギ
リ
ス
文
化
・
社
会
史
に
関
心
を
持
つ
よ
り
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
極

め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
訳
出
し
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
但
し
、

ブ
ォ

1
テ
ス
キ
ュ
ー
の
原
文
に
は
段

落
の
区
切
り
が
な
く
、
今
日
の
読
者
に
と
っ
て
は
読
み
に
く
い
た
め
、
こ
こ
で
は
訳
者
(
松
谷
)
が
適
当
に
段
落
を
区
切
り
、
小
見
出
し
を

付
け
た
。
『
目
録
』

の
公
刊
に
よ
り
、
大
英
博
博
物
館
所
蔵
の
ト
マ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
研
究
者
に
と
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、

日
本
を
含
む
世
界
各
国
の
研
究
者
に
と
っ
て
格
段
に
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
。
と
は
い
え
、

一
般
の
研
究
者
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
特
定

の
文
献
あ
る
い
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
を
閲
覧
、
あ
る
い
は
コ
ピ
ー
を
依
頼
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
従
来
は
、

一
つ
一
つ
大
英
博
物
館

(
図
書
館
)

の
窓
口
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
利
用
で
き
る
点
数
も
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
障
害
を
完
全
に
撤
廃
し
た
の
は
、

ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
と
そ
の
頒
布
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
英
博
物
館
は
一
九
八
一
年
、

ア
メ
リ
カ

の
ロ
ロ
z
o
a
-
q
ζ
目。円。陸自
ω
H
E
o
s
m伊
丹
円
。
ロ
包
社
(
巴
冨
円
)
と
協
同
で

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、

全
世
界
に
向
け
て
販
売
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

は
、
本
論
E

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
通
り
、
二
五
六
個
の
リ

1
ル
に
納
め
ら
れ
た
全
ト
ラ
ク
ト
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
、

そ
れ
に
付
さ
れ
た
前
記
の
『
目

録
』
、
そ
れ
に
、
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
索
引
』
(
宮
巳
関
宮
吾
o
d
5
E
g。
ロ
寸
5
2
ω
5
8
'
5
2
)
二
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
目



録
』
は
元
々
二
巻
本
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
版
で
は
四
分
冊
で
発
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
(
『
目
録
』
は
赤
い
表
紙
、

『
索
引
』
は
薄
茶
色
の
表
紙
で
あ
る
た
め
、
『
目
録
』
を
赤
本
、
『
索
引
」
を
薄
茶
本
と
あ
わ
せ
て
呼
ん
で
区
別
す
る
の
は
便
利
で
あ
ろ
う
)
。

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
全
世
界
の
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
者
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
一
次
資
料
の
宝
庫
で
あ
っ
た
も
の
を
原
理
的
に
は
万
人
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
た
が
、

い
か
ん
せ
ん
、
購
入
に
は
現
在
五

0
0

万
円
前
後
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
国
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
依
然
と
し
て
利
用
が
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
高

額
か
つ
貴
重
な
、
利
用
価
値
無
限
な
も
の
が
、
本
大
学
図
書
館
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
学
内
外
の
多
く
の
研
究
者
が
、
こ
の
小

論
を
参
照
し
つ
つ
、
『
目
録
』
、
『
索
引
』
に
よ
り
、

ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
壮
大
な
森
に
分
け
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

II 

G・

K
・
フ
ォ
!
テ
ス
キ
ュ
ー
「
目
録
へ
の
序
文
」
(
一
九
O
八
)

(
翻
訳
)

日
ン
ョ
!
日
ン
・
ト
マ
ソ
ン

大
英
博
物
館
(
回
岳
町
『
豆

5
2
B
)
の
恩
人
リ
ス
ト
の
高
位
に
、

セ
ン
ト
・
ポ

l
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ

l
ド
(
盟
・
司
2
2
n
F
Z
R
F
J
E
E
)

[
地
名
]
の
μ

ば
ら
と
王
冠
二
宮

E
2
8
2
5
3
)
[屋
名
]
の
書
籍
商
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
の
慎
ま
し
い
名
が
あ
る
。
学
識
や
書
誌

学
で
際
立
ち
、
あ
る
い
は
名
声
を
博
し
さ
え
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
書
籍
商
は
こ
れ
ま
で
少
な
か
ら
ず
い
た
が
、
ト
マ
ソ
ン
ほ
ど
目
ざ
ま
し
い
業

績
を
上
げ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

長
期
議
会
開
催
の
完
全
な
意
義
を
把
握
で
き
、

し
か
も
、
印
刷
所
か
ら
毎
日
溢
れ
出
る
大
量
の
当
座
用
文
書
を
後
世
の
利
用
に
供
す
る
た

め
保
存
し
よ
う
と
決
意
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
同
時
代
人
は
、
確
か
に
希
有
な
歴
史
的
先
見
性
と
想
像
力
を
備
え
て
い
た
が
、

そ
れ
だ
け

トマソン・コレクションの全体像199 



で
な
く
、
固
い
意
志
力
と
強
じ
ん
な
性
格
を
も
っ
人
で
な
け
れ
ば
一
体
だ
れ
が
、
激
動
、
波
乱
万
丈
の
二

O
年
に
わ
た
り
、

か
く
も
困
難
な

仕
事
に
耐
え
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

200 

ト
マ
ソ
ン
の
覚
え
書
き
と
手
書
き
文
書
の
性
格
全
体
か
ら
、
彼
が
教
養
の
あ
る
学
究
肌
の
人
で
、
鋭
い
観
察
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
著
名
人
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン

C
。
}
戸
ロ
冨
ロ
件
。
ロ
)
や
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
プ
リ
ン

(ヨロ
E
H
H
H
H
)

弓

50)、
ヘ
ン
リ
!
・
パ

l
カ
1
(国

g
q
g長
2
)
は
じ
め
多
く
の
人
が
、
ト
マ
ソ
ン
に
自
分
た
ち
の
本
を

一
六
五

O
l五
一
年
の
ラ
ヴ
陰
謀
事
件
[
長
老
派
牧
師
ク
リ
ス
ト
ア
ァ

l
・
ラ
ヴ
が
チ
ャ
ー
ル
ズ

H
と
そ
の
母
ヘ
ン
リ
エ

寄
贈
し
て
い
た
。

ッ
タ
・
マ
ラ
イ
ア
と
共
謀
し
て
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
共
和
制
転
覆
を
図
っ
た
と
さ
れ
る
事
件
。
ラ
ヴ
は
処
刑
さ
れ
る
]
当
時
、
ト
マ
ソ
ン
は
、

エ
ド
マ
ン
、
ド
・
カ
ラ
ミ

1
(何
色

E
C口
弘
行
包
何
回
目
可
)
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ン
キ
ン

ン
ド
ン
の
長
老
派
牧
師
た
ち
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
遺
書
の
中
で
ト
マ
ソ
ン
は
、
自
分
の
特
に
大
切
な
友

(
司
自
E
B
守
口
E
ロ
)
と
い
っ
た
著
名
な
人
々
を
含
む
ロ

人
と
し
て
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
ワ

1
ス

(』。
F
D
H
N
5
F
d
司。
2
F
)
、
ト
マ
ス
・
パ

1
ロ
1
(
H
d。
B
g
回
向
日
。
巧
)
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
ト
マ
ソ
ン
の
生
涯
や
人
柄
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
ト
マ
ソ
ン
の
伝
記
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
遺
憾
な
が
ら
、
私
に
は
、

『
印
刷
出
版
業
組
合
記
録
』
(
己
5
2
R
Z
5円
ω
w
H
U
m
-
2
2
ω
)
と
『
国
事
録
』

(
p
o
h巳
g含
お
え

ω
g
g

日νω
一宮門
ω)
か
ら
の
若
干
の
抜
粋
以
上
に
は
、
確
か
で
な
い
こ
と
や
推
測
以
外
に
、
提
供
で
き
る
も
の
は
ほ
ど
ん
ど
な
い
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
は
、
チ
ェ
シ
ャ

l
の
パ
ッ
ク
ロ

l
(回
R
E。
巧
)
郡
の
小
村
サ
ド
ロ

1
3
z色
。
巧
)
在
住
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ

ン
の
息
子
だ
っ
た
。
父
ト
マ
ソ
ン
は
『
印
刷
出
版
業
組
合
記
録
』
に
£

5
g
E
B
m
R
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
農
民
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

一
五
五
六
年
の
市
議
会
法

(
p
o
n。
B
B
g
n。
En--法
)
に
よ
り
、

い
か
な
る
人
も
二
四
歳
に
達
す
る
ま
で
は
同
業
者
組
合

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
子
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
が
一
六
二
六
年
に
印
刷
出

版
組
合
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
は
一
六

O
二
年
か
、

そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

一
六
一
七
年
九
月
ト

マ
ソ
ン
は
、

E
2
5
F
g
σ
匡
ω
E
-
m
ユB
2
3
は
じ
め
幾
つ
か
の
有
名
な
本
の
出
版
者
で
あ
っ
た
、

セ
ン
ト
・
ポ

1
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ

1
ド



の
υ
ば
ら
の
記
章
H

(

岳。

ω釘
ロ
え
吾
作
問
。
ω
め
)
[
屋
号
]
に
あ
っ
た
書
籍
商
へ
ン
リ

1
・
フ
ェ
ザ
ー
ス
ト
ン

(出

gH.可
司
。

pqω
件。

5)

こ
ろ
に
、
九
年
間
徒
弟
(
さ
胃

g位
。
。
)
と
し
て
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

書
籍
販
売
・
印
刷
出
版
業
者
ト
マ
ソ
ン

一
六
二
六
年
六
月
五
日
、
ト
マ
ソ
ン
は
、
印
刷
出
版
業
組
合
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
権
利
を
得
、

そ
の
名
が
『
組
合
記
録
』
に
「
ジ
ョ

l

ジ
・
ト
ム
ソ
ン
」

(の

g
a
o
吋『。吉田
)ω
。
ロ
)
と
し
て
登
場
す
る
。

一
七
世
紀
に
は
同
一
の
人
名
に

ほ
と
ん
ど
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、

綴
り
が
幾
通
り
も
あ
る
の
は
例
外
で
は
な
く
、

こ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン

(吋『。
EH}ω
。
ロ
な
い
し

む
し
ろ
そ
の
方
が
普
通
だ
っ
た
。

H
，。吉田
)
g
D
)

が
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
組
合
記
録
の
そ
の
後
の
幾
つ
か
の
記
載
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
証
明

さ
れ
る
。

か
く
し
て
一
六
二
七
年
一
一
月
一
目
、
彼
の
前
の
親
方
で
あ
る
へ
ン
リ

l
・
フ
ェ
ザ
ー
ス
ト
ン
が
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
の
名
の

彼
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ

l
テ
ィ
ン

(
当
日
E
B
富
山
邑
ロ
)
著
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ノ
ル
マ
ン
人
と
諸
王
の
歴
史
』
と
い
う
本
の
版
権
を
与

え
て
い
る
。

そ
の
版
権
を
三
一

g
件。門司

5
5
g。
民
は
一
六
三
八
年
五
月
二
一
日
、
リ
チ
ャ

1
ド
・
ホ
ウ
ィ
ッ
テ
カ

l
(回
忌
時
仏
当

E
s
g円)

に
譲
っ
て
い
る
。

ト
マ
ソ
ン
の
主
な
商
売
は
、
出
版
よ
り
む
し
ろ
本
の
販
売
だ
っ
た
。
一
六
三
六
年
か
ら
一
六
四
二
年
な
い
し
一
六
四
三
年
ま
で
の
間
彼
は
、

オ
ク
夕
、
ヴ
ィ
ア
ン
・
フ
ラ
ン

(。。

s
i
s
E一
辛
口
)
と
組
ん
で
い
た
が
、
プ
ラ
ン
は
一
六
二
九
年
二
一
月
一
四
日
に
印
刷
出
版
業
組
合
の
メ

ン
パ
!
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
人
物
だ
っ
た
。

H

ば
ら
H

の
し
る
し
を
付
け
た
彼
ら
の
庖
は
、

セ
ン
ト
・
ポ

1
ル
ズ
大
聖
堂
の
北
側
、

ン
ト
・
ポ

1
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ

1
ド
の
、
大
聖
堂
の
北
側
の
扉
と
セ
ン
ト
・
フ
ェ
イ
ス
教
会
の
聞
に
位
置
し
て
い
た
。
彼
ら
の
共
同
経
営

が
終
わ
っ
た
と
き
、

ト
マ
ソ
ン
は
、
チ
ャ
ー
チ
ヤ

1
ド
の
別
の
区
画
に
あ
る
H

ば
ら
と
王
冠
H

に
移
り
、
プ
ラ
ン
は
一
六
六
六
年
の
ロ
ン
ド

ン
大
火
で
壊
れ
る
ま
で
、
元
の
P

ば
ら
H

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

の
とセ
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一
六
三
六
年
か
ら
一
六
三
九
年
の
聞
に
二
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
六
冊
の
本
を
出
版
し
た
。
そ
の
う
ち
四
冊
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
が
、

ブ

ォ

リ

オ

残
り
の
二
冊
は
豪
華
な
二
つ
折
り
版
で
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
メ
ア
リ
の
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
訪
問
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
。
本
の
名

202 

は
、
『
王
妃
メ
ア
リ
の
合
同
州
国
訪
問
記
』
(
呂
ω吉
町
内
込
土
尚
昆
芯
。
母
宮
問
。
ョ
。
冨

P
B
含

5
-
g
司
g
i
R
g
d
E
g
)、
お
よ
び
『
王
妃
メ

ア
リ
の
大
プ
リ
テ
ン
訪
問
記
』
(
同
町
宮
古
川
品
。
己
山
口
可
含
号
宮
岡
山
ミ

5
冨
か
お
【
E
Z
E
の
S
E
尽
か
区
間
男
)
で
、
い
ず
れ
も
著
者
は
フ
ラ
ン

c
gロ
司
c
m鬼門戸。

-
m
F
Rゆ
)
で
あ
る
。
二
冊
と
も
ホ
ラ

1
(国
♀
宮
司
)
や
他
の

ス
の
歴
史
作
家
ジ
ャ
ン
・
ピ
ュ
ジ
ェ
・
ド
・
ラ
・
サ

1
ル

人
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
版
画
の
挿
絵
が
あ
り
、
奥
付
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
六
三
九
年
、

ロ
ン
ド
ン
で
、

セ
ン

ト
・
ポ

l
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ

l
ド
の
N

ば
ら
H

の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
と
オ
ク
夕
、
ヴ
ィ
ア
ン
・
0

フ
ラ
ン
の
た
め
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ワ

l
ス

に
よ
り
[
印
刷
]
」

と

ト
マ
ソ
ン
の
次
の
出
版
の
試
み
は
不
運
だ
っ
た
。

一
六
四
五
年
、
熱
烈
な
長
老
主
義
者
で
あ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン

(ロ
mwiι

∞R
E
E
D
)
が
、
内
戦
(
任
命
。
忌
詞
R)
期
間
中
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
行
動
を
賞
賛
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
と
そ
の
軍
隊
を
激
し

く
攻
撃
す
る
本
を
書
い
た
。

」
の
本
は

二
六
四
五
年
、

ロ
ン
ド
ン
」
と
い
う
奥
付
で
、
『
明
白
な
る
真
実
』
(
吋
E
笹
山
富
冨
吉
野
卑
)
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
匿
名
で
出
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
相
当
に
不
安
を
か
き
立
て
る
も
の
で
大
変
な
騒
ぎ
と
な
り
、
議
会
両
国
委
員
会

は
そ
の
印
刷
者
と
発
行
者
を
探
し
出
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

一
六
四
六
年
一
月
三
二
日
、
書
籍
販
売
業
者
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ハ
ン
ス
コ
ッ
ト

C
。
ω
3
F
出口口

ω
8
5
か
ら
委
員
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
証
言
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

ッ
ク
(
周
忌
0
2

∞g
g島
)
の
名
で
『
明
白
な
真
実
』
の
本
を
登
録
し
、
自
分
の
費
用
負
担
で
印
刷
し
た
が
、

「
ブ
キ
ャ
ナ
ン
氏
は
、

ロ
バ

l
ト
・
ボ
ス
ト

そ
の
後
彼
と
ボ
ス
ト
ッ
ク
氏

の
間
で
値
段
に
つ
い
て
食
い
違
い
が
起
こ
り
、
プ
キ
ャ
ナ
ン
氏
は
原
版
全
部
を
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
に
売
却
し
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

結
局
そ
の
本
は
議
会
両
院
に
よ
り
虚
偽
で
問
題
あ
り
と
票
決
さ
れ
、
死
刑
執
行
人
に
よ
り
焼
却
が
命
じ
ら
れ
た
。

一
六
四
六
年
、

フ
ィ
リ

ッ
プ
・
フ
レ
ア
(
司
『
ロ
ザ

m，
B
F
q
)
が
書
い
た
『
教
会
の
平
和
論
』
(
〉
吋
宮
内
伊
丹
町
。

Z
R
F
E
m
p
o
司
g
2
。コ
z
n
Fロ
RF)
が、

ョ
l
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
の
た
め
に
印
刷
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
H

ば
ら
と
王
冠
H

に
あ
る
彼
の
屈
で
売
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
記
録
さ
れ

「
す
で
に
ジ



て
い
る
。

ト
マ
ソ
ン
は
一
六
五
九
年
ま
で
そ
れ
以
上
本
を
出
版
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
年
彼
の
庖
か
ら
出
た
真
に
重
要
な
唯
一
の
作
品
、
す
な
わ
ち

ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
ワ
1
ス

C

。FD
河
口
ω
F
4
8
2
F
)

の
第
一
部
を
出
し
た
。
奥
付
に
は

の
『
歴
史
的
収
集
』
(
呂
ω
宮
町

g-p-zs。
ロ
)

二
六
五
九
年
、

セ
ン
ト
・
ポ
1
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ
ー
ド
に
あ
る
N

ば
ら
と
王
冠
H

の
し
る
し
の
屈
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
の
た
め
に
、

ト
マ
ス
・
ニ
ュ

1
カ
ム

(
4
F
。・

z
o
d司
g
B
σ
)
に
よ
り
印
刷
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

一
六
八

O
年
か
ら
一
七

O
一
年
の
聞
に
出
版
さ
れ
た
続
く

巻
も
す
べ
て
、

こ
の
P

ば
ら
と
王
冠
u
lー
そ
の
時
に
は
ト
マ
ソ
ン
の
後
を
継
い
だ
リ
チ
ャ
!
ド
・
ク
リ
ス
ウ
ェ
ル

(担。
F
R仏
門
ユ

ω
4
5
ロ)

と
ト
マ
ス
・
コ
ッ
カ
リ
ル

(己
5
E
g
n
R
Zユ
ロ
)

の
所
有
と
な
っ
て
い
た
ー
ー
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
は
多
分
、
言
及
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ト
マ
ソ
ン
と
プ
ラ
ン
は
、
書
籍
販
売
業
者
と
し
て
商
売
を
繁
盛
さ
せ
る
の
に
成
功
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
著
書
『
ボ
ド
リ

ア
ン
年
代
記
』
(
〉

5
己
ω
え
任
命
回
。
色
。
E
S
)

(
一
六
回

O
年
以
降
)

の
中
で
マ
ク
レ
イ
博
士
(
ロ
戸
冨

R
E可
)
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ど
の
書
籍
販
売
業
者
か
ら
本
の
購
入
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
ジ
ョ
ン
・
ト
マ
ソ
ン

「
こ
の
当
時

の
ほ
と
ん
ど
の
年
、

と
オ
ク
夕
、
ヴ
ィ
ア
ン
・
プ
ラ
ン
で
、

一
六
五

O
年
(
こ
の
時
ま
で
に
プ
ラ
ン
の
共
同
経
営
は
終
わ
っ
て
い
た
)
計
六
九
ポ
ン
ド
一

O
シ
リ
ン

グ
の
値
に
達
す
る
大
量
の
本
ー
ー
そ
の
運
賃
だ
け
で
一
ポ
ン
ド
支
払
わ
れ
た
ー
ー
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
か
ら
買
わ
れ
た
」
と
。

長
期
議
会
開
始
と
長
老
派
ト
マ
ソ
ン
の
収
集
開
始

一
六
四

O
年
一
一
月
三
日
、
長
期
議
会
が
聞
か
れ
た
。
す
る
と
ト
マ
ソ
ン
は
、
こ
の
年
そ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
何
冊
か
の
本
を
既
に
集
め

て
は
い
た
が
、
組
織
的
に
彼
の
収
集
を
開
始
し
、

ロ
ン
ド
ン
で
出
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
本
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
と
、
他
の
地
方
お
よ
び
海

外
か
ら
入
手
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
も
の
を
、
購
入
も
し
く
は
時
折
寄
贈
に
よ
り
、
取
得
し
て
い
っ
た
。
彼
は
こ
の
試
み
を
一
六
六
一
年
四

月
二
三
日
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
戴
冠
式
ま
で
中
断
な
し
に
遂
行
し
続
け
、
彼
の
収
集
が
一
旦
終
わ
っ
て
も
、

こ
の
年
の
一
二
月
末
ま
で
若

トマソン・コレクションの全体像203 



干
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
追
加
し
て
い
る
。

彼
の
死
後
に
出
さ
れ
た
広
告
[
死
亡
通
知
の
広
告
で
あ
ろ
う
]

の
言
葉
に
誤
っ
て
導
か
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
今
日
ま
で
ト
マ
ソ
ン

204 

に
つ
い
て
書
い
た
人
々
は
す
べ
て
、
彼
を
「
王
党
派
の
書
籍
商
」

と
し
て
描
い
て
き
た
。

員
会
に
よ
る
通
達
の
手
書
き
文
書
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
完
全
な
間
違
い
だ
思
う
。
例
え
ば
、
本
カ
タ
ロ
グ
の
一
六
四
二
年
二
一
月
五
日
の
と
こ
ろ
に
は
、
議
会
軍
の
た
め
の
資
金
調
達
委

そ
こ
に
は
ト
マ
ソ
ン
と
他
の
二
名
の
名
が
彼
ら
の
教
会
区
内
の
出
資
申
し
込
み
公

認
募
集
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
六
四
六
年
六
月
五
日
の
と
こ
ろ
に
は
、
前
月
二
六
日
に
ロ
ン
ド
ン
市
(
岳
ゆ
冨
ロ
ロ
庄
司
巳
年

。]九円。ロ門目。ロ)
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
強
い
調
子
で
書
か
れ
た
長
老
派
に
よ
る
請
願
を
支
持
す
る
、
市
長
お
よ
び
市
議
会
あ
て
請
願
が
見
い
だ

さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
は
ト
マ
ソ
ン
に
よ
る
、

「
作
成
さ
れ
、
終
了
。
わ
た
し
は
五
日
か
ら
こ
の
作
成
と
推
進
両
方
に
か
か
わ
っ
た
」

と
い
〉
つ

記
載
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
は
、
ラ
ヴ
陰
謀
事
件
へ
の
ト
マ
ソ
ン
の
関
与
、

お
よ
び
、
当
時
彼
が
ロ
ン
ド
ン
の
長
老
派
牧
師

た
ち
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
影
響
力
を
一
緒
に
考
え
合
わ
せ
る
と
、
彼
と
同
じ
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
大
半
が
メ
ン
バ
ー
と
な

っ
て
い
た
長
老
派
グ
ル
ー
プ
(
吾
。

pgσ
可
件
。
ユ
自
℃
R
q
)
に
ト
マ
ソ
ン
が
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
十
分
な
証
拠
で
あ
る
、

と
思
わ
れ
る
。

長
老
派
と
し
て
ト
マ
ソ
ン
は
、

一
六
四
二
年
|
一
六
四
六
年
の
内
戦
の
問
、
も
ち
ろ
ん
議
会
と
議
会
軍
に
全
面
的
に
共
感
し
て
い
た
。
し

か
し
、

一
六
四
七
年
、

一
六
四
八
年
に
権
力
が
議
会
と
長
老
派
か
ら
新
型
軍

(
Z。
巧
豆
急
巳
旨
・
5
可
)
の
指
導
者
た
ち
の
手
に
移
り
始
め
た

「
個
人
的
交
渉
」
(
司

q
gロ
包
可

gq)
の
熱
心
な
唱

と
き
、

ト
マ
ソ
ン
は
、
多
く
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
と
共
に
彼
の
姿
勢
を
変
え
、
国
王
と
の

導
者
と
な
っ
た
。
今
こ
こ
で
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
的
価
値
や
意
味
に
つ
い
て
何
か
全
般
的
な
こ
と
を
述
べ
る
余
地
は
な
い
|
|
そ
れ

は
単
な
る
序
論
で
扱
う
に
は
あ
ま
り
に
広
範
で
重
要
な
テ

1
マ
で
あ
る
ー
ー
が
、
し
か
し
、

「
個
人
的
交
渉
」

に
言
及
し
た
つ
い
で
に
、

ュ
1
ポ
1
ト
で
の
話
し
合
い
の
前
に
も
、

そ
の
最
中
に
も
、
国
王
と
の
交
渉
の
成
功
に
対
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
長
老
派
市
民
が
抱
い
て
い
た
期

待
が
ど
れ
ほ
ど
強
か
っ
た
か
に
つ
い
て
、

一
六
四
七
年
、

四
八
年
の
ト
ラ
ク
ト
が
提
供
す
る
証
拠
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ス
ペ
ー
ス
さ
え

許
せ
ば
、
多
く
の
例
を
挙
げ
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
事
実
を
確
認
す
る
に
は
、

そ
の
二
年
間
に
出
さ
れ
た
ト
ラ
ク
ト
の
タ



イ
ト
ル
に
目
を
通
す
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
を
描
く
い
か
な
る
歴
史
家
に
よ
っ
て
も
こ
れ
ま
で
十
分
な

強
調
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
希
望
や
期
待
が
、

一
六
四
八
年
二
一
月
六
日
の
プ
ラ
イ
ド
粛
清
(
司
ユ
号
ぱ
司
ロ
認
め
)

よ
っ
て
突
然
断
ち
切
ら
れ
た
こ
と
|
|
剣
が
ぺ
ン
よ
り
も
強
い
こ
と
を
証
明
し
た
歴
史
上
の
多
く
の
例
の
一
つ
で
あ
る
l
i
は
言
う
ま
で
も

戸
内
、
J

。

え
し

ト
マ
ソ
ン
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
貴
重
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
購
入
し
売
却

一
六
四
七
年
五
月
二
一
日
、

ト
マ
ソ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
題
の
印
刷
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
『

A
D
一
六
四
七
年
イ

タ
リ
ア
か
ら
購
入
し
た
書
物
の
カ
タ
ロ
グ
。
ば
ら
の
花
環
の
し
る
し
の
あ
る
、

セ
ン
ト
・
ポ

l
ル
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ

1
ド
近
く
の
、

ロ
ン
ド

ン
の
書
籍
商
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
に
よ
り
発
売
さ
れ
た
も
の
。

ロ
ン
ド
ン
の
印
刷
業
者
ジ
ョ
ン
・
レ
ガ
ッ
ト
(
』
各
自
邑
ω
円
。
宮
芹
)
、

六
四
七
年
』
(
わ
巳
巳
。
m
g
ロσ
3
2百
円
安
qω
宮
口
己

-sz巳
ω
O
B
H
E
2
5
〉
ロ
ロ
。
口
。
B
E
5
h
R
仰
の
g
門岡山。↓
Z
B何回
ω。
口
。
回
守
口
。
-
5
E

円
。
ロ
門
出
口
。
ロ
也
知
甘
口
仏

A
C
σ
B
E
n
m
w命
日
目
件
。
ュ
。
ロ
・
司
山
口
ロ

m
E
E位
向
ロ
め
問
。

gめの。同.。ロ
ω
S。
胃
。
ω
S
E
〈⑦ロ色。
ω・
円
。
ロ
門
田
町
巳
守
立
ω』。
}Hmwロロ
2HLσmmF

で
あ
る
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
初
め
に
ラ
テ
ン
語
の
序
文
が
付
い
て
い
る
が
、
も
し
こ
れ
が
ト
マ
ソ
ン
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

]5h戸、
吋
)

の
で
あ
れ
ば
、
ト
マ
ソ
ン
は
非
常
に
賞
賛
に
値
す
る
ラ
テ
ン
語
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
序
文
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
親
切
な
読
者
よ
。

こ
れ
は
、
神
学
、
医
学
、
言
語
学
あ
る
い
は
優
れ
た
文
学
に
関
心
を
持
つ
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
、

も
し
わ
た
し
が
間
違
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
最
も
有
用
な
、

イ
タ
リ
ア
か
ら
買
い
求
め
ら
れ
た
書
物
の
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
わ
た

し
は
貴
殿
の
必
要
を
満
た
し
、
貴
殿
の
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
、

い
か
な
る
出
費
も
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
貴
殿

は
こ
こ
に
、

こ
れ
ま
で
収
集
さ
れ
た
よ
り
も
多
数
の
ラ
ビ
文
献
と
東
洋
の
書
物
お
よ
び
手
書
き
本
を
、

ま
た
そ
れ
ら
に
加
え

で
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て
、
教
育
学
や
医
学
の
主
要
な
著
作
家
、

お
よ
び
数
学
、
歴
史
、
諸
言
語
の
主
な
犬
家
の
も
の
を
見
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

初
め
に
貴
殿
の
注
意
を
促
し
た
い
点
が
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
本
は
、
こ
の
九
年
間
一
切
わ
が

206 

国
に
は
来
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
も
の
は
、
将
来
も
こ
ち
ら
に
来
る
見
込
み
は
全
く
な
い
。
第
二
に
、

わ
た
し
自

身
の
た
め
に
も
貴
殿
の
た
め
に
も
、
全
リ
ス
ト
を
読
み
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
主
題
に
関
係
な
く
カ
タ
ロ
グ
を
印
刷
す

る
の
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
た
。
」

」
の
カ
タ
ロ
グ
に
挙
げ
ら
れ
た
作
品
は
、

一
六
世
紀
お
よ
び
一
七
世
紀
初
頭
に
出
版
さ
れ
た
印
刷
本
、

お
よ
び
東
洋
の
言
語
で
記
さ
れ
た

若
干
の
手
書
き
写
本
か
ら
成
っ
て
い
る
。
合
計
で
一
九
七

O
点
の
書
物
と
手
書
き
写
本
が
あ
る
が
、
う
ち
二
二

O
二
点
は
ラ
テ
ン
語
、
二
九

四
点
が
イ
タ
リ
ア
語
、
三
六
点
が
ス
ペ
イ
ン
語
、
六
点
が
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
言
語
、
三

O
O点
が
ヘ
プ
ラ
イ
語
、
手
書
き
写
本
を
含
む

二
二
点
が
ア
ラ
ビ
ア
語
、

コ
プ
ト
語
、

ペ
ル
シ
ャ
一
語
、

シ
リ
ア
語
、

ト
ル
コ
語
で
あ
る
。

一
六
四
七
年
三
月
ー
ー

「
決
定
|
|
議
会
両
院
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
金
細
工
人
商
工
会
(
の
♀
宏
E
5ぺ
ω
回
目
邑
)
|
|

そ
こ
で
《
宥
恕
委
員
会
》

(
p
o
n。
B
E宮
2
沙
門
打
。

B
宮
ロ
ロ
門
出
口
問
)
が
会
合
し
た
|
|
会
計
か
ら
総
額
五

0
0ポ
ン
ド
が
す
み

や
か
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
氏
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ
と
。
そ
の
ト
マ
ソ
ン
が
、
印
刷
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、
非

常
に
価
値
の
あ
る
東
洋
諸
言
語
の
書
物
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
あ
る
い
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
|
|
最
近
イ
タ
リ
ア
か
ら
買
い
求
め
ら
れ

た
、
元
々
あ
る
学
識
あ
る
ラ
ビ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
だ
っ
た
も
の
ー
ー
を
購
入
し
た
こ
と
に
対
し
。
ま
た
、
こ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

な
い
し
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
公
共
図
書
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
と
す
る
。
上
記
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
の

負
債
返
済
は
、

そ
れ
に
従
っ
て
、
先
の
五

0
0ポ
ン
ド
支
払
い
の
た
め
、
金
細
工
人
商
工
会
の
会
計
係
に
対
し
十
分
な
債
務
履



行
と
な
る
こ
と
と
す
る
。
金
細
工
人
商
工
会
に
会
す
る
委
員
会
に
対
し
て
は
、

そ
れ
に
そ
っ
て
こ
の
総
額
の
速
や
か
な
る
正
当

な
支
払
い
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
よ
う
特
に
勧
め
る
こ
と
と
す
る
。

わ
が
国
が
か
く
も
大
い
な
る
宝
を
奪
わ
れ
、
ま

た
学
問
が
か
く
も
大
い
な
る
奨
励
に
事
欠
く
こ
と
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
件
に
配
慮
す
る
よ
う
ア
ン
ト
ニ

l
・

ア
1
ピ
!
卿
(
∞
町
旨
丘
5
ロ
可
可
σ可
)
を
特
に
任
ず
る
こ
と
と
す
る
。
」

「
決
定

l
|
ア
ン
ト
ニ

l
・
ア

l
ビ
l
卿
が
本
院
を
代
表
し
て
、

ト
マ
ソ
ン
氏
が
書
籍
購
入
に
お
い
て
良
き
奉
仕
を
し
、

イ
タ

リ
ア
か
ら
東
洋
諸
言
語
の
何
箱
も
の
本
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
留
意
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
氏
が
本
王
国
の
学
問
の
奨
励
に
情

熱
を
注
い
だ
こ
と
に
対
し
、
本
院
の
謝
意
を
伝
え
る
こ
と
と
す
る
。
」

「
決
定

l
l
セ
ル
デ
ン
氏
と
ラ
イ
ト
フ
ッ
ト
氏
が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
が
上
述
の
本
を
所
有
し
、
印
刷
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
に

従
っ
て
そ
こ
で
保
管
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。
」

(
下
院
議
事
録
V
、
五
七
二
)

こ
れ
に
従
っ
て
、
本
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
送
ら
れ
た
。
故
ヘ
ン
リ

i
・
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ

1
(国

g
q
∞E
含
}
居
巧
)
は
そ
れ
ら
の
本
に
つ

ヘ
プ
ラ
イ
語
の
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
プ
ラ
ジ

(
H
g
R
Pと
目
)
の
も
の
だ
っ
た
、

る
。
本
は
運
ば
れ
て
き
て
、
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
。
こ
れ
が
当
方
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
基
礎
と
な
っ
た
」
と
述

い
て
、

「
以
前
は
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ビ
、

べ
て
い
る
(
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ

1
『
論
文
集
』

一
八
八
九
年
、

一
九
五
頁
)
。

五

0
0ポ
ン
ド
と
い
う
の
は
、

お
よ
そ
三

O
O冊
の
へ
プ
ラ
イ
語
の
本
代
と
し
て
は
、

そ
の
時
期
は
財
政
的
に

か
な
り
の
額
だ
っ
た
が
、

ひ
っ
迫
し
、
混
乱
し
て
い
た
か
ら
、
ト
マ
ソ
ン
は
、
自
分
に
約
束
さ
れ
た
金
を
手
に
入
れ
る
の
は
そ
う
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

一
六
四
八
年
三
月
一
三
日
宥
恕
委
員
会
は
、

そ
の
金
額
を
、

ニ
ュ

1
ア
l
ク
前
に
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
軍
に
対
す
る
二
l

四
ヶ
月
分
の

査
定
額
か
ら
支
払
う
こ
と
を
決
議
し
た
。
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九
月
二
五
日
グ
ラ
モ

l
ガ
ン
州
[
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
南
東
部
]
カ
ッ
ス
ル
・
メ
ネ
ク
の
ハ
ン
フ
リ
!
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
大
佐
(
打
。

-g巴
出
口

B
芸
『
ミ

冨
皇
}
拓
者
ω)
が
、
滞
納
金
に
対
し
宥
恕
を
認
め
ら
れ
、
彼
の
罰
金
五

0
0ポ
ン
ド
が
、
ト
マ
ソ
ン
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
決
議
さ
れ
た
。
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一
O
月
二
二
日
新
た
な
決
議
が
ト
マ
ソ
ン
の
た
め
に
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
先
の
二
つ
の
決
議
同
様
何
の
実
り
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
最
後
に
一
一
月
一
六
日
、
未
払
い
の
元
額
に
対
し
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
息
が
彼
に
与
え
ら
れ
た

(
『
宥
恕
委
員
会
記
録
』

一
一一一一一一、

八
O
七
、
八

O
九
頁
。

一
八
五
六
年
)
。

同
委
員
会
記
録
に
こ
れ
以
上
の
記
載
が
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ト
マ
ソ
ン
が
自
分
の
金
を
受
け
取
っ
た
か
、

そ
れ
と
も
八
パ
ー
セ
ン
ト

の
利
息
で
満
足
し
て
い
た
か
、

の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
と
ト
マ
ソ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

一
六
四
七
年
の
晩
秋
、
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
泥
の
中
に
落
と
し
た
本
の
見
返
し
に
ト
マ
ソ
ン
が
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
、

つ

の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
メ
モ
は
、

王
政
復
古
後
に
書
か
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

「
メ
モ
。
ウ
ィ
ル
・
レ
ッ
グ
大
佐
(
わ
♀
・
巧
ロ

-zm阿
)
と
ア

l
サ
!
・
ト
レ
ヴ
ァ

l
氏
(
宮
司
・
旨
忌

R
司
g
g『
)
が
チ
ャ

l

ル
ズ
国
王
陛
下
に
よ
り
、
陛
下
が
当
時
使
用
し
た
い
と
考
え
た
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
彼
の
目
下
の
使
用
の
た
め
に
入
手
す

べ
く
登
用
さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
そ
れ
を
見
い
だ
せ
ず
、
わ
た
し
が
そ
の
議
会
当
初
か
ら
そ
う
し
た
も
の
を
す
べ
て
集
め
る
こ
と

に
努
め
て
き
た
こ
と
を
聞
い
て
二
人
で
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、

そ
れ
を
わ
た
し
の
と
こ
ろ
で
見
つ
け
、

わ
た
し

に
、
そ
れ
は
国
王
が
自
ら
使
用
す
る
た
め
で
あ
る
と
告
げ
た
。

そ
れ
で
わ
た
し
は
彼
ら
に
、
わ
た
し
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
す

べ
て
陛
下
の
命
ず
る
ま
ま
奉
仕
に
役
立
た
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
も
し
万
一
わ
た
し
が
そ
れ
を
手



離
し
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
ら
l

|
陛
下
が
そ
れ
を
処
分
し
て
し
ま
わ
れ
て
、

そ
れ
に
小
さ
な
額
が
支
払
わ
れ
る
と
仮
定
し
て
だ

カヨ

そ
れ
に
よ
っ
て
わ
た
し
は
わ
た
し
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
枝
を
失
う
こ
と
に
な
り
、

一
旦
失
く
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
は
ど
う
し
て
も
し
た
く
な

い
、
と
彼
ら
に
告
げ
た
。
彼
ら
は
そ
の
答
え
を
、

ハ
ン
プ
ト
ン
コ

1
ト
の
陛
下
の
も
と
に
持
ち
帰
り
(
わ
た
し
の
理
解
す
る
と

こ
ろ
で
は
)
、
陛
下
に
、
彼
が
非
常
に
欲
し
が
っ
て
い
た
も
の
を
見
つ
け
た
が
、

そ
の
所
有
者
が
そ
れ
が
失
く
な
る
の
を
大
変

恐
れ
て
そ
れ
を
手
離
す
の
を
ど
れ
ほ
ど
い
や
が
っ
て
い
る
か
告
げ
た
。

そ
こ
で
彼
ら
は
二
人
と
も
、
陛
下
に
よ
り
再
び
わ
た
し

の
と
こ
ろ
に
遣
わ
さ
れ
て
き
た
。
王
の
言
葉
に
か
け
て

(
彼
ら
自
身
の
言
い
方
を
用
い
る
と
)
、
陛
下
は
そ
れ
を
無
事
に
戻
す
、

と
わ
た
し
に
告
げ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
た
し
は
直
ち
に
、
彼
ら
に
よ
り
そ
れ
を
陛
下
の
も
と
に
送
っ
た
。
陛
下
は
そ
れ

を
用
い
た
あ
と
、

ワ
イ
ト
島
に
向
け
て
出
か
け
る
と
き
(
一
六
四
七
・
一
一
・
一
一

l

二
二
)
そ
れ
を
持
っ
て
い
っ
て
、
泥
の

中
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
上
記
の
二
人
(
彼
に
同
行
し
て
い
た
)
を
呼
び
に
や
り
、
彼
ら
に
、
後
日
そ
う
答
え
る
よ

う
、
次
の
命
令
と
共
に
そ
の
本
を
彼
ら
に
渡
し
た
。
す
な
わ
ち
、
両
者
が
速
や
か
、

か
つ
無
事
に
そ
れ
を
彼
ら
が
そ
れ
を
受
け

取
っ
た
者
に
返
す
よ
う
に
、
そ
の
上
で
、
相
手
に
、
始
め
た
こ
と
を
継
続
し
、
続
け
る
よ
う
要
望
す
る
よ
う
、

と
い
う
趣
旨
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
立
派
で
忠
実
な
紳
士
た
ち
に
よ
り
、

わ
た
し
に
宛
て
た
陛
下
の
通
知
と
共
に
こ
の
本
を
わ
た
し
は
速
や
か

に
、
か
つ
無
事
に
受
け
取
っ
た
。

こ
の
本
に
は
そ
の
上
で
栄
誉
の
印
が
つ
い
て
い
る
が
、
わ
た
し
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
そ
れ
が
あ
る
本
は
他
に
な
い
。
わ
た
し

は
、
神
が
長
い
間
守
り
た
も
う
、

い
と
も
仁
慈
深
き
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
国
王
陛
下
の
最
も
幸
い
な
る
王
政
復
古
と
戴
冠
ま
で
、

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
非
常
に
熱
心
か
つ
注
意
深
く
続
け
た
。
ジ
ョ
・
ト
マ
ソ
ン

(の
g
-
d
5
B
g。ロ)。」

こ
の
よ
う
に
し
て
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
巻
に
は
一
四
の
ト
ラ
ク
ト
が
入
っ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
一
二
は
説
教
と
新
聞
、
あ
る
い
は
風
刺

トマソン・コレクションの全体像209 



の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
見
た
い
と
思
っ
た
ト
ラ
ク
ト
は
、
次
の
二
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

210 

-
『
陛
下
か
ら
提
案
さ
れ
た
停
戦
箇
条
(
己
月
旨
辻
己

g
え

n
g
g
t。ロ)
の
変
更
と
追
加
に
同
意
で
き
な
い
、
上
下
両
院
の
理

由
。
そ
れ
に
対
す
る
陛
下
の
仁
慈
深
き
回
答
を
付
け
て
』
(
一
六
四
三
・
四
・
四
)

-
『
陛
下
と
議
会
の
間
の
現
在
の
和
平
交
渉
に
関
す
る
宣
言
』
(
一
六
四
三
・
四
・
七
)

市
会
議
員
ト
マ
ソ
ン

一
六
四
七
年
と
一
六
四
八
年
に
集
め
ら
れ
た
ト
ラ
ク
ト
に
は
、

ト
マ
ソ
ン
が
こ
の
期
間
ロ
ン
ド
ン
市
の
市
議
会
議
員
と
し
て
働
い
た
こ
と

を
示
す
十
分
な
証
拠
が
あ
る
。

一
六
四
七
年
六
月
二
四
日
、
長
老
派
側
の
匿
名
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
著
者
か
ら
ト
マ
ソ
ン
に
宛
て
た
、

そ

れ
を
市
議
会
の
会
合
中
に
提
出
す
る
か
朗
読
す
る
よ
う
彼
に
頼
む
、
印
刷
さ
れ
た
手
紙
が
付
い
て
い
る

(
I
・
五
二
三
)
。

一
六
四
八
年
四

月
八
日
、
市
議
会
の
会
合
に
出
席
す
る
よ
う
に
と
の
召
集
状
が
、

「
セ
ン
ト
・
ポ

1
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ

l
ド
の
ト
マ
ソ
ン
氏
に
」
宛
て
ら

れ
て
お
り
、
五
月
二

O
日
に
は
、

ロ
ン
ド
ン
市
民
軍
委
員
会
(
己
g
n。
B
E
5ゆ
え
任
命
富
山
田

E
え
円
。
足
。
ロ
)
の
通
達
が
、

「
市
議
会
員
、
ジ

ョ
1
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
氏
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
る

(
I
・
六

O
七
、
六
二
三
)
。

残
念
な
が
ら
、
内
戦
あ
る
い
は
共
和
政
期
間
の
市
議
会
議
員
の
、
印
刷
も
し
く
は
手
書
き
の
リ
ス
ト
が
現
存
し
な
い
の
で
、
彼
が
ど
の
区

(
者
向
巳
)
か
ら
選
出
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
、

一
六
四
八
年
に
市
議
会
の
多
数
派
を
構
成
し
た
他
の
長
老
派

議
員
た
ち
と
共
に
、

一
六
四
八
年
二
一
月
二

O
日
(
プ
ラ
イ
ド
粛
清
の
二
週
間
後
)
に
適
さ
れ
た
、
国
王
と
の
個
人
的
交
渉
に
か
か
わ
る
約

定
や
請
願
に
名
を
連
ね
た
者
全
員
を
ロ
ン
ド
ン
市
の
い
か
な
る
役
職
に
も
選
出
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
議
会
条
例
に
よ
り
、
排
除
さ
れ
た
こ
と



は
確
か
で
あ
る
。

ラ
ヴ
陰
謀
事
件
と
ト
マ
ソ
ン
の
逮
捕
、
釈
放

一
六
五
一
年
四
月
ト
マ
ソ
ン
は
、

い
わ
ゆ
る
《
ラ
ブ
陰
謀
事
件
》
に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
嫌
疑
で
逮
捕
さ
れ
、

ホ
ワ
イ
ト
ホ

1
ル
に
投
獄

さ
れ
た
。
多
く
の
長
老
派
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、

そ
の
主
な
目
的
は
、
契
約
を
支

ロ
ン
ド
ン
市
民
、
牧
師
が
こ
の
謀
議
に
か
か
わ
っ
た
が
、

持
す
る
君
主

(ω

円。

S
S
E
E
m
富。
5
2
F
)
と
し
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
を
復
位
さ
せ
る
の
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
を
取
り
込
む
こ
と
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
長
老
主
義
を
確
実
に
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト
マ
ソ
ン
を
訴
え
た
証
言
は
、

一
六
二
五
l

一
六
三
八
年
国
務
大
臣
を

務
め
た
ジ
ョ
ン
・
ク
ッ
ク
卿
(
包
こ
。

}
g
n。
『
)

の
下
の
息
子
、
ド
レ
イ
ト
ン
の
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
(
吋
『
。

B
g
n。
付
ゆ
え
ロ
5
3。ロ)

白
と
尋
問
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
何
年
間
か
王
党
派
の
工
作
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
ク
ッ
ク
は
、

一
六
五
一
年
三
月
二

O
日
の
条
例
に
よ

り
、
四
日
以
内
に
降
伏
し
な
け
れ
ば
私
権
剥
奪
相
当
の
反
逆
者
と
な
る
と
宣
告
さ
れ
た
。
彼
は
、
何
日
間
か
逮
捕
を
免
れ
て
い
た
が
、
三
月

二
九
日
収
監
さ
れ
た
。
命
拾
い
す
る
た
め
彼
は
、
国
務
会
議
に
情
報
を
提
供
し
、
全
国
の
謀
議
指
導
者
と
、
謀
議
に
参
加
し
た
ロ
ン
ド
ン
の

商
人
、
職
人
(
可
包

g
B
S
)、
牧
師
全
員
の
名
簿
を
差
し
出
し
た
。
ク
ッ
ク
の
自
白
内
容
は
、
『
歴
史
的
手
書
き
文
書
委
員
会
第
一
三
報
告
』

(
d
H
-
2
2
E
F
F
3
2
。
片
付
宮
田
町
件
。
号
包
冨

8
5包司
g
n。目白山
ω
位。
P
宮
玄
∞
・
巳
巧
0
5
2
F
J可。

--H・
3
・句。

'g仏
)
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

ク
ッ
ク
の
証
言
に
よ
る
と
、
ト
マ
ソ
ン
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
プ
レ
ダ
か
ら
書
い
た
手
紙
を
ロ
ン
ド
ン
の
長
老
派
牧
師
た
ち
に
届
け
る
の

に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
。
更
に
ク
ッ
ク
は
、

ロ
ッ
テ
ル
、
ダ
ム
で
市
ム
亙
誠
一
昌
一
バ
ン
ス

(
回
ロ
ロ
の
と
か
ら
次
の
よ
う
に
聞
か

さ
れ
た
と
断
言
し
た
。
す
な
わ
ち
、

(
吋
『
。
自
民
。
ロ
)
と
ポ

「
彼
[
バ
ン
ス
]
は
、

ロ
ン
ド
ン
市
で
は
、

そ
こ
で
事
を
運
ぶ
の
に
、
ト
マ
ゾ
ン

ッ
タ

1
(旬
。
芸
肖
)
(
元
、
士
宮
で
、
当
時
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
ア
ズ
で
薬
剤
師
)
以
外
に
だ
れ
か
ほ
か
の
人
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。

う
の
は
、
彼
ら
は
市
民
の
大
半
の
気
持
ち
を
知
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
、

と
。
国
務
会
議
か
ら
議
会
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、

の
自

トマソン・コレクションの全体像

と
しユ

2II 



「
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
氏
の
情
報
は
、

た
だ
彼
の
情
報
に
基
づ
い
て
発
覚
し
拘
束
さ
れ
た
ポ
ッ
タ
l
大
尉
(
ゎ

8
S
E
E一再
q)
と
ト
マ
ス
イ
ン

氏
(
冨
吋
-
H
4
5
5
8
E
)
訴
追
に
用
い
ら
れ
た
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

2I2 

ト
マ
ソ
ン
の
逮
捕
と
釈
放
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
『
宥
恕
委
員
会
議
事
録
』
二
六
七
九
頁
、

お
よ
び
『
国
事
録
』
(
円

F
o
p
-
g
E
2同
ω
S件。

喝
さ
の
「
タ
ロ
。
B
g
t。)
一
六
五
一
年
の
、
二
一
八
、
二
一
九
、
二
三

O
の
各
頁
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

カ
ウ
ン
テ
イ

一
六
五
一
年
四
月
一
一
日
、
宥
恕
委
員
会
「
ロ
ン
ド
ン
地
方
委
員
会
は
、

ト
マ
ソ
ン
の
財
産
は
不
動
産
も
動
産
も
両
方
と
も

差
し
押
え
、
目
録
を
作
り
、
保
全
す
る
こ
と
と
決
定
」

五
月
二
七
日
、
国
務
会
議
「
な
さ
れ
た
尋
問
の
真
実
性
に
つ
い
て
誓
約
さ
せ
た
の
ち
、
通
常
の
条
件
通
り
、
二
名
の
保
証
人
が

そ
れ
ぞ
れ
五

0
0ポ
ン
ド
、
計
一

0
0
0ポ
ン
ド
の
補
償
契
約
に
基
づ
き
、

ト
マ
ソ
ン
氏
を
保
釈
す
る
こ
と
」

六
月
二
日
、
宥
恕
委
員
会
「
国
務
会
議
は
、

そ
の
様
子
と
よ
き
行
動
を
信
頼
し
、
宥
恕
委
員
会
に
対
し
、

さ
き
に
命
じ
ら
れ
て

い
た
そ
の
抑
制
を
解
除
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
」

六
月
三
日
、
宥
恕
委
員
会
「
抑
制
を
解
除
し
、
地
方
委
員
会
に
よ
る
補
償
契
約
書
を
彼
に
届
け
る
こ
と
」

六
月
一
四
日
、
国
務
会
議
「
会
議
は
ロ
ン
ド
ン
の
書
籍
商
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
氏
の
様
子
と
よ
き
行
動
を
信
頼
し
て
、
彼
の

財
産
を
保
全
す
る
よ
う
会
議
が
命
じ
た
時
点
と
同
じ
状
況
に
彼
を
戻
す
こ
と
、
ま
た
、
彼
に
は
、

そ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
但
し
、
今
後
い
か
な
る
手
紙
、

お
よ
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
情
報
も
没
収
委
員
会

(
己
耳
打
。
B
B
5
2
沙
門
∞

25ω
可
何
回
民
。
ロ
)
に
提
示
す
る
こ
と
、
と
す
る
声
明
。
」

ト
マ
ソ
ン
は
、
ク
リ
ス
ト
ア
ァ

l
・
ラ
ブ
に
対
す
る
起
訴
に
含
ま
れ
ず
、

一
六
五
一
年
六
月
と
七
月
に
行
わ
れ
た
ラ
ブ
の
裁
判
で
証
人
と

し
て
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ラ
プ
に
向
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
訴
因
の
重
大
な
性
質
を
考
え
る
と
、

ト
マ
ソ
ン
が
何
週
間
か
の



投
獄
と
不
愉
快
な
取
調
べ
と
捜
査
だ
け
で
済
ん
だ
の
は
幸
運
だ
っ
た
。
実
際
は
、
非
常
に
多
く
の
重
要
で
名
の
知
れ
た
長
老
派
の
人
々
が
か

か
わ
っ
て
い
た
た
め
、
恐
ら
く
国
務
会
議
は
、
ラ
ブ
と
、
ラ
プ
の
主
な
共
謀
者
で
、
大
体
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
ま
ん
ま
と
逃
亡
し
て
い
た

人
々
の
う
ち
若
干
の
者
だ
け
に
起
訴
を
限
る
の
が
賢
明
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

確
か
な
情
報
は
得
ら
れ
な
い
が
、
わ
た
し
と
し
て
は
、
ト
マ
ソ
ン
が
当
時
あ
っ
た
限
り
の
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
部
を
ボ
、
ド
リ
ア
ン
図
書

館
の
バ

l
ロ
1
博
士
(
巴
円
・
回
R
F
d匂
)

の
も
と
に
送
り
、
以
下
に
か
か
げ
る
「
広
告
」
(
〉
仏
語
邑
お

E
g
c
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
文
書
[
後

出
二
二
一
頁
]
を
彼
か
ら
も
ら
っ
た
の
は
、
ラ
プ
陰
謀
事
件
(
任
命

H
b
g
n
g笹山
E
Q
)
事
件
の
問
、
多
分
ク
ッ
ク
逮
捕
を
聞
い
た
直
後
だ

そ
の
書
類
は
、
実
際
に
売
却
が
行
わ
れ
、
か
く
し
て
ト
マ
ソ
ン
の
宝
の
没
収
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
思
う
。

こ
と
を
証
明
す
る
の
に
持
ち
出
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
何
年
間
か
ト
マ
ソ
ン
が
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
本
を
送
る
習
慣
だ
っ
た
事
実
が
、
ト

マ
ソ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
こ
の
よ
う
な
方
法
で
確
保
す
る
の
を
し
や
す
く
し
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
多
分
、
ト
マ
ソ
ン
は
、
残
り
の
本
も

い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ト
マ
ソ
ン
、
収
集
を
継
続

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ト
マ
ソ
ン
の
投
獄
が
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
進
行
を
一
切
妨
げ
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
の
は
興
味
深
い
。

五
一
年
の
四
、
五
、
六
月
の
問
、
新
聞
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
数
は
減
っ
て
お
ら
ず
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
ト
マ
ソ
ン
自
身
に
よ
り
規
則
的
に

日
付
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
六
五
六
年
二
一
月
一
一
日
、
当
時
最
も
重
要
な
書
籍
商
の
一
人
だ
っ
た
ロ
パ
!
ト
・
ボ
ス
ト
ッ
ク
(
問
。
宮
耳
切

g宮
島
)
が
死
に
、

の
五
七
に
及
ぶ
著
作
権
が
ト
マ
ソ
ン
に
移
譲
さ
れ
た
。

ト
マ
ソ
ン
が
彼
の
本
に
し
ば
し
ば
注
釈
を
付
け
て
い
る
メ
モ
は
、
彼
自
身
の
人
柄
や
身
辺
の
事
情
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ

一
六

トマソン・コレクションの全体像
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こ
に
掲
げ
る
四
つ
だ
け
が
、
自
伝
的
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
六
五
七
年
二
月
七
日
、
彼
は
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
見
返
し
ぺ

l
ジ
に
、

「
わ
た
し
の
悲
し
い
事
故
の
日
」
と
記
し
て
い
る
。

214 

一
六
五
八
年
三
月
二
四
日
、
彼
は
余
白
ぺ

l
ジ
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
本
日
わ
た
し
は
、

わ
た
し
の
苦
心
し
て
作
り
上
げ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
や
め
る
こ
と
に
し
た
。
数
が
非
常
に
少
な
く
、
取
る

に
足
り
な
い
も
の
と
な
り
、
も
は
や
わ
た
し
の
労
に
値
せ
ず
、
明
日
始
ま
る
一
六
五
八
年
、
わ
た
し
は
自
分
の
大
い
な
る
労
苦

と
負
担
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
を
む
し
ろ
よ
し
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
」

幸
い
に
も
ト
マ
ソ
ン
は
、
彼
の
絶
望
的
な
決
意
を
悔
い
改
め
て
、
以
前
と
同
じ
位
か
そ
れ
に
近
く
、
注
意
深
く
、
収
集
を
継
続
し
た
。

ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
支
配
下
で
無
許
可
出
版
を
取
り
締
ま
る
諸
法
律
が
よ
り
効
果
的
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

ト
マ
ソ
ン
が
そ
の

頃
、
出
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

「
少
な
く
、
取
る
に
足
り
な
い
」

と
考
え
た
の
は
正
し
い
判
断
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
死
後

の
無
秩
序
と
期
待
が
入
り
交
じ
っ
た
何
年
か
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
量
は
急
激
に
増
加
し
、

一
六
五
九
年
と
一
六
六

O
年
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
体
の
中
で
最
大
の
分
量
で
、
最
も
興
味
深
い
時
期
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
巻
二
二
一
頁
に
、

ト
マ
ソ
ン
が

「
ア
テ
ネ
の
三

O
人
の
専
制
君
主
に
か
か
わ
る
こ
と
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
な
裏
切
り
者
と
専
制
君

主
、
幾
人
か
の
名
を
付
し
た
も
の
」

と
書
き
込
ん
だ
手
書
き
文
書
が
あ
る
。
こ
の
手
書
き
文
書
は
、

ロ
1
リ
1
(何
色
色
m
F
)

の
『
世
界
史
』

か
ら
の
抜
き
書
き
で
成
っ
て
い
る
が
、

そ
の
抜
き
書
き
に
、

「
国
王
殺
し
」
(
問
。
色
巳
号
ω)

の
名
簿
と
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
メ
モ
が

付
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
わ
た
し
は
、

わ
た
し
が
作
っ
た
こ
れ
ら
の
付
録
の
文
章
と
一
緒
に
、
こ
の
名
簿
を
出
版
し
た
い
と
切
に
願
つ

て
い
た
が
、
当
時
敢
え
て
や
っ
て
く
れ
る
印
刷
屋
が
い
な
か
っ
た
。

一
六
五
八
年
、
ジ
ョ
・
ト
マ
ソ
ン
」

で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
も
王
政
復
古

後
に
元
々
の
テ
キ
ス
ト
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。



一
六
五
九
年
に
出
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
、
ト
マ
ソ
ン
が
一

O
月
二
九
日
の
日
付
を
打
っ
た
『
六
つ
の
新
し
い
問
い
』
と
題
す
る

片
面
刷
り

(σ5包
低
品
。
)
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
ト
マ
ソ
ン
が
書
き
込
ん
だ

「Z
・回・の・
H
，・」

と
い
う
メ
モ
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
多
分
、

軍
を
鎮
圧
し
、
新
し
い
議
会
を
選
ぶ
自
由
な
選
挙
を
実
施
す
る
よ
う
熱
心
に
願
う
長
老
主
義
者
か
、
も
し
く
は
穏
健
な
王
党
派
の
人
の
意
見

を
簡
潔
に
表
明
す
る
こ
れ
ら
の
問
い
の
作
者
が
、

ト
マ
ソ
ン
自
身
、
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、

と
思
う
。
第
一
聞
は
、
他
の
五
つ
の
問
い

の
内
容
を
要
約
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

「
軍
が
国
家
に
お
い
て
同
時
に
権
力
を
握
っ
て
い
る
と
き
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
理
性
あ
る
人

は
、
議
会
か
ら
何
ら
か
の
善
を
期
待
で
き
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
期
待
し
て
よ
い
か
否
か
」

と
な
っ
て
い
る
。

ト
マ
ソ
ン
の
遺
言
書
と
遺
言
補
足
書

一
六
六
四
年
一
一
月
二
一
日
、
ト
マ
ソ
ン
は
自
分
の
遺
言
書
に
署
名
し
た
。
妻
キ
ャ
サ
リ
ン
は
す
で
に
先
立
っ
て
い
て
、

ア

イ

ル

一
一
月
一
二
日
ウ
エ
ス
ト
の
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教
会
の
南
通
路
に
埋
葬
さ
れ
た
。
ト
マ
ソ
ン
は
娘
エ
リ
ザ
ベ
ス
も
亡
く
し
た
が
、
当
時
ジ

一
六
四
六
年

ュ
ア
リ
!
の
セ
ン
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
牧
師
で
、
王
政
復
古
後
ノ
リ
ッ
ジ
主
教
に
な
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
レ
ノ
ル
ズ
(
何
仏
当
時
色

HNag-己
ω)

に
よ
る
彼
女
の
葬
儀
説
教
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
六
五
九
年
四
月
一
一
日
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ト
マ
ソ
ン
が
遺
言
書
を
書
い
た
と
き
、
彼
に
は
生
存
し
て
い
る
六
人
の
子
供
が
い
た
。
長
男
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
二
ハ
五
五
年
オ
ク
ス
フ
ォ

1

プ

リ

ベ

ン

ダ

リ

l

一
六
八
三
年
リ
ン
カ
ー
ン
の
主
教
座
聖
堂
名
誉
参
事
会
員
と
な
り
、

ド
の
ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
、

そ
の
後
任
職
さ
れ
て
、

七
一
二
年
死
去
し
た
。
長
女
キ
ャ
サ
リ
ン
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ト
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
嫁
い
だ
。
ト
マ
ソ
ン
は
、
こ
の
長
男
と
長
女
に
は
、

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
た
と
き
彼
の
財
産
か
ら
「
相
当
で
十
二
分
な
分
」
を
も
ら
っ
た
か
ら
と
説
明
し
て
、
ご
く
わ
ず
か
の
遺
産
を
遺
し

た
だ
け
で
あ
る
。

年
下
の
四
人
の
子
供
た
ち
、

エ
ド
ワ
ー
ド
、
グ
レ
イ
ス
、

ヘ
ン
リ

l
(
こ
の
子
が
父
の
商
売
を
継
ぎ
、
何
年
間
か
H

ば
ら
と
王
冠
H

で
商
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売
を
続
け
た
)
、
ト
マ
ス
、

に
対
し
て
ト
マ
ソ
ン
は
、
財
産
の
大
半
を
彼
ら
の
間
で
等
分
に
わ
け
る
よ
う
に
遺
し
た
。
娘
の
グ
レ
イ
ス
に
は
、

財
産
の
分
け
前
に
加
え
て
、
彼
女
が
結
婚
し
た
ら
二
一
ヶ
月
以
内
に
与
え
る
よ
う
に
と
、
六

0
0ポ
ン
ド
を
遺
し
た
。
ト
マ
ソ
ン
は
、
使
用

216 

人
や
書
籍
商
組
合
、
小
間
物
商

(
g
g
a
g
F
2
ω
)
組
合
に
も
数
多
く
遺
産
分
け
を
し
、

セ
ン
ト
・
ポ

1
ル
ズ
と
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
教

会
で
の
[
葬
儀
]
説
教
に
対
す
る
遺
贈
も
残
し
た
。
遺
言
執
行
人
と
し
て
ト
マ
ソ
ン
は
、
息
子
の
へ
ン
リ
!
と
義
理
の
息
子
、

ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ス
ト
ー
ン
ス
ト
ー
リ
ー
ト
を
指
名
し
た
。

最
後
に
、
彼
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ト
マ
ソ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
わ
た
し
は
、

一
六
四

O
年
一
一
月
三
日
に
始
ま
り
、
最
も
、
仁
慈
深
き
国
王
陛
下
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
幸
い
な
る
帰
還
と
戴

冠
ま
で
続
い
た
、
先
の
戦
争
の
時
代
に
わ
た
し
が
集
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
他
の
文
書
、

お
よ
び
そ
れ
ら
と
一
緒
に
綴
じ
た
何

巻
に
も
な
る
文
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
有
し
て
い
る
が
、

」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
類
例
の
な
い
完
壁
な
も
の
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
収
集
に
当
っ
て
は
膨
大
な
時
間
と
労
苦
、
努
力
、
費
用
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
、
わ
た
し
は
こ
れ
を
こ
の
上
な
く

高
く
評
価
し
て
い
る
。

そ
れ
で
わ
た
し
は
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
心
か
ら
尊
敬
す
る
友
人
た
ち
、
す
な

わ
ち
、
神
学
博
士
で
現
在
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
長
の
ト
マ
ス
・
バ

l
ロ
1
(司
}
5
5
m
g

∞R
E
d弓
O
H
G印
N
・品目
H
8
0
・
∞
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
の
館
長
)
と
、
神
学
博
士
で
、

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
公
立
図
書
館
長
の
ト
マ
ス
・

ロ
ッ
キ
ー
(
吋
}
g
E
S
円。。

ra、
館
長
職
に
あ
た
っ
た
の
は

5
8・?
5
8・H
H
)
、
お
よ
び
リ
ン
カ
ー
ン
ズ
・
イ
ン
[
法
学
院
]

の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
ワ

1
ス

C
。
『
ロ
河
口
ω}困
者
。
『
任
)
、

に
委
ね
る
。
こ
れ
は
、
三
人
の
息
子
、

エ
ド
ワ
ー
ド
、

ヘ
ン
リ
!
、

ト
マ
ス
の
使
用
と
益
と
な
る
よ
う
、
彼
ら
に
売
却
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
三
人
の
息
子
に
全
く
平
等
に
分
け
て
も
ら
う
よ
う
信

託
す
る
も
の
で
あ
る
。
」



こ
の
遺
言
書
の
調
子
全
体
は
、
繁
栄
し
て
い
る
裕
福
な
商
売
人
の
そ
れ
だ
が
、

そ
れ
に
付
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
遺
言
補
足
書
は
、
遺
言
が

有
効
と
な
っ
て
何
ヶ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
ト
マ
ソ
ン
が
、
自
分
の
金
銭
上
の
立
場
に
つ
い
て
、
特
に
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
に
関
し

て
、
ひ
ど
く
不
安
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
一
の
遺
言
補
足
書
は
一
六
六
五
年
一
月
二

O
日
の
日
付
だ
が
、

そ
こ
に
ト
マ
ソ
ン
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
万
一
財
産
が
不
足
す
る
場
合
、
最
近
作
成
し
た
わ
た
し
の
遺
言
書
に
従
っ
て
わ
た
し
の
死
後
に
財
産
が
ど
の
よ
う
に
分
け
ら

れ
る
か
、
今
分
か
ら
な
い
の
で
、

そ
の
場
合
わ
た
し
は
、

い
と
し
い
二
人
の
子
供
た
ち
、
娘
グ
レ
イ
ス
・
ト
マ
ソ
ン
と
、
息
子

ト
マ
ス
・
ト
マ
ソ
ン
に
、
わ
た
し
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
売
っ
て
得
ら
れ
る
お
金
の
金
額
を
、
彼
ら
の
生
活
向

上
の
た
め
二
人
の
間
で
平
等
に
分
け
る
よ
う
、
与
え
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ト
マ
ス
・
バ

l
ロ
l
博
士
の
手

に
あ
る
が
:
:
:
彼
は
現
在
わ
た
し
と
そ
れ
を
公
立
図
書
館
に
売
却
す
る
こ
と
で
交
渉
中
で
、
近
い
う
ち
に
ま
と
ま
る
と
思
う

が
、
ま
と
ま
っ
た
場
合
わ
た
し
は
、
良
き
友
人
で
あ
る
マ
ッ
シ
ュ
・
グ
ッ
ド
フ
エ
ロ

l
氏
(
冨
『
・
富
山
岸
?
の

g門戸
E-。
巧
)
-
7

」
、

彼
の
使
用
人
で
あ
る
わ
た
し
の
息
子
の
た
め
に
補
佐
役
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
わ
た
し
は
必

ず
そ
う
し
て
も
ら
え
る
と
確
信
し
て
い
る
。
」

第
二
の
遺
言
補
足
書
は
一
六
六
五
年
五
月
二
二
日
の
日
付
で
、

一
段
と
希
望
が
持
て
な
い
調
子
で
書
か
れ
て
い
る
。

「
い
と
し
い
娘
グ
レ
イ
ス
に
遺
贈
す
る
六

0
0ポ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
も
し
そ
の
慣
例
上
の
額
が
あ
い
に
く
不
足
す
る
場
合
に

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
売
却
し
た
お
金
の
中
か
ら
そ
の
額
を
払
う
よ
う
に
し
て
よ
い
。

そ
し
て
、

」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
古
元

却
金
か
ら
同
額
の
六

0
0ポ
ン
ド
を
、
わ
た
し
は
い
と
し
い
息
子
ト
マ
ス
に
遺
贈
し
:
:
:
そ
の
残
り
を
息
子
ヘ
ン
リ
!
と
そ
の
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兄
弟
エ
ド
ワ
ー
ド
に
遺
贈
す
る
。
」
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ト
マ
ソ
ン
の
死
と
埋
葬

そ
の
生
涯
の
大
半
の
出
来
事
と
同
様
、

ト
マ
ソ
ン
の
死
亡
の
正
確
な
日
付
は
、
確
か
で
な
い
。
遺
言
の
中
で
彼
は
、

ウ
エ
ス
ト
の
セ
ン

同
教
会
の
埋
葬
記
録
簿
に
、
次
の
二
つ
の
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

サ
リ
ン
・
ト
マ
ス
ン
夫
人
、
教
会
(
に
)
埋
葬
」
、

ト
・
、
ダ
ン
ス
タ
ン
教
会
の
中
の
、
妻
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
マ
ソ
ン
の
墓
に
で
き
る
だ
け
近
い
所
に
埋
葬
し
て
も
ら
い
た
い
と
指
示
し
て
い
る
。

二
六
四
六
年
二
一
月
一
二
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
の
妻
キ
ヤ

二
六
六
六
年
二
月
二
二
日
、
書
籍
商
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
が
上
部
(
巴
何
者

q)
教
会

墓
地

(
Z・
∞
・
)
に
埋
葬
さ
れ
た
」

で
あ
る
。

ソ
ン

(
の
め
。
円
向
。
叶
『
。
百
円
)ω
。ロ)

(
2
8
8弓
E
5
)

と
い
う
名
の
本
屋
が
い
た
。
し
か
し
こ
の
記
載
が
言
及
し
て
い
る
の
が
そ
の
人
の
こ
と
だ
と
い
う
の
は
、

の
白
馬
(
ホ
ワ
イ
ト
・
ホ

1
ス
)

の
看
板
が
あ
る
屈
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム

確
か
に
、
チ
ャ
ン
ス
リ

1
・
レ
イ
シ

ま
ず
あ
り
そ
う
に
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ト
ム
ソ
ン
と
い
う
名
の
綴
り
は
、

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
マ
ソ
ン
の
夫
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
、

お
よ
び
、

そ
の
後
の
方
の
記
載
の
と
こ
ろ
で
、
同
一
で
あ
る
の
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
も
し
次
の
も
の
が
な
け
れ
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ

ソ
ン
が
、

一
六
六
六
年
二
月
二
二
日
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
疑
う
余
地
は
、
実
際
に
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、

『
リ
チ
ャ

1

ド
・
ス
マ
イ
ス

(
回
忌
ω
三
∞
B
3
F
)
の
死
者
略
歴
、
す
な
わ
ち
、

一
六
二
七
年
か
ら
一
六
七
四
年
ま
で
の
ス
マ
イ
ス
氏
が
知
っ
て
い
る

人
々
全
昌
(
の
カ
タ
ロ
グ
』
(
ス
ロ

1
ン
写
本
八
八
六
、

カ
ム
デ
ン
協
会
の
た
め
に
編
集
さ
れ
た
、

一
八
四
九
年
)

の
中
に
、
次
の
一
節
が
出

て
い
る
の
で
あ
る
。

二
六
六
六
年
四
月
一

O
目
、
書
籍
商
ジ
ョ
・
ト
マ
ソ
ン

(の

g
-
d
5
E
2
8
)
が
、
印
刷
出
版
会
館

(
ω
g
t
。5
3

国
何
回
口
)

の
外
に
埋
葬
さ
れ
た
(
貧
乏
人
)
」
。

リ
チ
ャ

l
ド
・
ス
マ
イ
ス
は
高
価
本
の
収
集
家
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
、
恐
ら
く
ト
マ
ソ
ン
と
取
り
引
き
が
あ
っ
た
と
思
わ



れ
る
。

ス
ミ
ス
の
叙
述
は
全
面
的
に
信
溶
性
の
あ
る
も
の
で
、
ト
マ
ソ
ン
の
貧
し
さ
へ
の
言
及
は
、
ト
マ
ソ
ン
の
遺
言
書
へ
の
補
足
書
で
表

明
さ
れ
て
い
る
恐
れ
に
一
致
す
る
。
印
刷
出
版
組
合
書
記
の

C
・
R
-
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ト
ン
氏
(
ゎ
・
戸
包
ぐ
E
m
gロ)

一
六
六
六
年
の
法
廷
記
録
は
ロ
ン
ド
ン
大
火
で
消
失

は
、
親
切
に
も
こ
の
間

題
に
大
変
関
心
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、
わ
た
し
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

し
、
印
刷
出
版
会
館
に
よ
り
頻
繁
に
執
り
行
わ
れ
た
葬
儀
に
つ
い
て
記
載
が
な
さ
れ
た
別
個
の
記
録
簿
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
、

一
六
六
五
年

か
ら
一
六
六
七
年
に
は
組
合
長
会
計
簿
(
斗
宮
巧
R
母
5
.
P
R
g
E
ω
)
に
葬
儀
費
用
へ
の
言
及
は
一
切
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遺

言
検
認
記
録
簿
(
己
足
早
急
ω件
。
問
。
向
山

ωgg)
か
ら
わ
た
し
は
、

ト
マ
ソ
ン
の
遺
言
書
が
一
六
六
六
年
四
月
二
七
日
に
検
認
さ
れ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
、

ト
マ
ソ
ン
の
死
亡
の
年
に
つ
い
て
は
疑
問
は
全
く
な
い
が
、
正
確
な
日
時
は
な
お
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ

l
ン
の
手
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
、

バ
1
ロ
!
と
そ
の
共
同
管
財
人
の
管
理
下
に
あ
り
、

そ
の
た
め
、

一
六
六
六
年
九
月
の
ロ
ン

ド
ン
大
火
で
消
失
す
る
の
を
免
れ
た
。

一
六
七
五
年
六
月
二
七
日
バ

1
ロ
l
は
リ
ン
カ
ー
ン
主
教
に
叙
任
さ
れ
、
翌
年
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を

離
れ
る
と
き
、
息
子
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
に
宛
て
て
次
の
手
紙
を
書
い
た
。
息
子
ト
マ
ソ
ン
は
、
弟
た
ち
に
遺
贈
さ
れ
て
い
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
売
却
に
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
。

」
の
手
紙
は
最
初
、

ベ
ロ

1
(回
己
。
。
)

の
『
文
学
逸
話
』
(
〉

sa22え
巴
Z
E
E
F

](∞
C
吋
)

の
第
二
巻
二
五
一
ー
五
二
頁
に
、
次
い
で
、
若
干
変
更
を
加
え
た
も
の
が
『
記
録
と
間
い
』

(
Z♀
2
自
己
心

5
ュg
L∞
勾
)
第
二

集
、
第
四
巻
四
二
二
頁
に
印
刷
さ
れ
て
載
っ
た
。

一
六
七
六
年
二
月
六
日

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら

敬
愛
す
る
わ
が
友
よ
、

わ
た
し
は
間
も
な
く
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
(
わ
が
い
と
し
き
母
)
と
、
長
く
わ
た
し
の
手
に
あ
っ
た
、

トマソン・コレクションの全体像219 



あ
の
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
高
価
な
、
書
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
別
れ
を
告
げ
ま
す
。
そ
こ
で
あ
な
た
に
、
そ
れ
ら
の
本
を
ど
こ

そ
れ
と
も
、
わ
た
し
の
後
任
に
、
あ
な
た
が
別
の
形
で
都
合
よ
く
そ
れ
ら
を
処
分
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

か
に
運
ぶ
か
、

220 

そ
こ
に
[
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
]
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
よ
う
話
す
か
、

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
し
、

わ
た
し
に
自
由
に
な
る

金
が
あ
れ
ば
、

わ
た
し
が
あ
な
た
か
ら
そ
れ
ら
の
本
を
求
め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
膨
大
で
、

わ
た
し
の
財
布
は
ま
こ
と
に
小
さ
い
の
で
、
と
て
も
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
書
物
の
多
さ
、

そ
れ
ら
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
正
確
な
方
法
、

い
ず
れ
か
ら
言
っ
て
も
、
あ
な
た
以
外
に
は
、
だ
れ
も
持
っ
て
い
な
い
、
ま
た
、
持
て
る
可

能
性
の
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
も
し
、

そ
れ
が
、
学
識
の
あ
る
、
ま
じ
め
な
人
々
が
手
に
し
、
利
用
で
き
る
安
全
な
保
管

場
所
に
納
め
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
公
共
の
た
め
に
(
教
会
と
国
家
、
両
方
の
)
非
常
に
益

に
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
最
適
の
場
所
は

(
利
用
と
格
の
点
で
)
、
王
立
図
書
館
館
か
、

ト
マ
ス
・
ボ
ド

リ
l
卿
図
書
館
、
も
し
く
は
、
ど
こ
か
の
公
立
図
書
館
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
う
い
う
所
で
あ
れ
ば
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
番

安
全
で
す
し
、
利
用
で
き
る
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
ボ
ド
リ

1
図
書
館
の
た
め
に
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
獲
得
す
る
方
法
を
見
つ
け
よ
う
と
後
援
者
た
ち
と
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
よ

う
な
道
が
見
つ
か
る
ま
で
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
親
愛
な
る
友
に
し
て
兄
弟

ト
マ
ス
・
リ
ン
カ
ー
ン

こ
の
手
紙
の
日
付
の
直
後
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
正
確
な
記
録
は
存
在
し
な
い
。
恐
ら
く
本
は
ロ
ン
ド
ン
に
戻
さ

れ
た
と
思
わ
れ
、
間
も
な
く
し
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
印
刷
出
版
業
組
合
長
に
就
い
て
い
た
有
名
な
製
本
業
者
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ

l
ン

(∞
ω自
ロ
巳
一
冨

gso)
の
手
に
移
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
後
段
に
掲
載
す
る
マ

1
ン
の
未
亡
人
に
よ
る
請
願
は
、
国
王
に
よ
る
コ
レ
ク



シ
ョ
ン
購
入
の
た
め
に
、

マ
l
ン
と
、
国
務
卿
で
、
何
年
間
か
、

ホ
ワ
イ
ト
ホ

1
ル
の
王
立
図
書
館
長
を
し
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ

ン
卿
(
包
『
』
。
ω
岳
町
当
日

E
s
gロ
)
と
の
間
で
何
度
も
交
渉
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
売
り
に
出
さ

れ
た
と
き
の
条
件
や
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
処
分
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
何
も
分
か
ら
な
い
。
現
在
図
書
館
[
王
立
図

書
館
?
]
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
印
刷
さ
れ
た
広
告
が
マ

1
ン
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
こ
と
に
は
、

ほ
と
ん
ど
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

そ
れ
に

は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

二
六
四
O
年
に
、
今
や
追
慕
の
情
つ
の
る
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
特
別
な
命
令
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
幸
い
な
る
統
治
復

古
と
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
戴
冠
ま
で
継
続
さ
れ
た
、
本
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
完
全
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

二
六
四
O
年
一
一
月
に
始
ま
っ
た
あ
の
長
期
・
反
逆
議
会
の
開
始
か
ら
、
先
帝
の
幸
い
な
る
復
古
と
戴
冠
ま
で
に
出
版
さ
れ

た
全
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
正
確
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
|
|
三
万
点
近
い
、
あ
ら
ゆ
る
党
派
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
!
ー
を
作
る
の
に
は
、

非
常
に
多
額
の
費
用
が
費
や
さ
れ
、
多
大
な
労
が
と
ら
れ
、
多
く
の
危
険
が
犯
さ
れ
た
。

「
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
世
界
に
類
は
な
く
、

ま
た
作
ろ
う
と
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
現
代
で
も
後
の
時
代
で
も
、

公
共
の
こ
と
寄
与
摩
区
包
B
)
に
か
か
わ
る
い
か
な
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
と
っ
て
も
、
極
め
て
有
用
で
あ
ろ
う
。

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
あ
た
か
も
一
度
に
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
同
じ
形
式
で
綴
じ
ら
れ
、
ま
た
、
す
べ
て
正
確
に
区
分

さ
れ
、
番
号
を
付
け
ら
れ
た
、
約
二

0
0
0巻
を
含
む
。

「
採
ら
れ
て
い
る
方
法
は
、
時
間
順
で
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
さ
れ
た
そ
の
日
付
け
が
大
半
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
上
に
記
さ
れ

て
あ
る
通
り
に
、
非
常
に
凡
帳
面
な
注
意
が
払
わ
れ
た
。

ア

ォ

リ

オ

「
そ
れ
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
き
ち
ん
と
記
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
は
、
二
つ
折
判
で
一
二
巻
で
あ
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
数
は
非

常
に
大
き
い
が
そ
れ
ら
の
本
は
、

そ
の
一
つ
一
つ
に
付
け
ら
れ
た
マ

1
ク
に
従
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
一
枚
の
紙
に
す

トマソン・コレクションの全体像221 



ぎ
な
い
最
も
小
さ
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
、

そ
の
カ
タ
ロ
グ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

た
ち
ま
ち
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
の
方
法
は
、
読
む
人
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な
く
便
利
で
あ
る
。
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「
中
に
は
、
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
一

O
O近
い
手
書
き
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
全
部
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
は
、
国

王
の
た
め
の
も
の
で
、
当
時
は
だ
れ
も
、
身
の
破
滅
の
危
険
を
犯
し
て
ま
で
、
敢
え
て
そ
れ
ら
を
出
版
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
今
丹
念
に
読
む
人
は
、

そ
れ
ら
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
れ
て
い
な
い
、
当
時
の
多
く
の
出
来
事
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
全
く
個
人
的
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、

」
の
よ
う
な
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
収
集
者
は
、

こ
れ
ら
を
た
だ
当
時
の
国
王
陛
下
の
用
に
供
す
る
た
め
に
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
陛
下

は
あ
る
と
き
、

一
つ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
探
し
求
め
て
お
ら
れ
、
他
の
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
彼
の
と
・
こ

ろ
で
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
陛
下
は
そ
れ
を
丹
念
に
読
ま
れ
、

そ
の
企
図
に
い
た
く
喜
ば
れ
、

一
人
の
高
官
を
し
て
そ
の

手
で
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
返
却
す
る
こ
と
を
命
じ
た
上
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
自
ら
の
願
い

を
表
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
試
み
て
い
た
者
に
と
っ
て
、
大
き
な
励
ま
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
二

O
年
以
上
に
わ
た
り
、
彼
自
身
と
彼
の
使
用
人
た
ち
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
た
、
非
常
に
困
難
か
つ
費
用
の

要
る
仕
事
を
遂
行
す
る
の
を
断
念
し
て
い
た
。

「
軍
が
北
部
に
い
た
と
き
、

そ
れ
ら
が
発
見
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
彼
は
幾
つ
か
の
ト
ラ
ン
ク
に
そ
れ
ら
を
詰
め
、
週
に
一
、

二
個
、
サ
リ

1
州
の
信
頼
で
き
る
友
人
の
と
こ
ろ
に
送
り
、
そ
の
人
が
そ
れ
ら
を
安
全
に
保
管
し
て
く
れ
た
。
軍
が
西
部
に
い

た
と
き
に
は
、
サ
リ

1
州
の
方
に
戻
っ
て
来
る
の
を
恐
れ
て
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
再
び
ロ
ン
ド
ン
に
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、

コ

レ
ク
タ

l
は
、
敢
え
て
そ
れ
ら
を
自
分
の
と
こ
ろ
に
置
こ
う
と
は
せ
ず
、

エ
セ
ッ
ク
ス
州
に
送
り
、

か
く
し
て
、

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
危
険
に
近
く
な
っ
た
と
き
、

そ
れ
で
も
な
お
、
莫
大
な
費
用
を
か
け
、
時
宜
を
得
て
移
動
さ
せ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
確
保



し
た
が
、

そ
の
仕
事
を
や
り
と
げ
る
こ
と
は
継
続
し
た
。

「
そ
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
一
層
安
全
と
な
る
よ
う
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
取
り
引
き
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
さ

れ
た
。

そ
れ
は
代
金
の
一
部
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
も
し
王
位
纂
奪
者
が
コ
レ
ク
シ

一
0
0
0ポ
ン
ド
の
領
収
書
が
出
さ
れ
、

ョ
ン
を
見
つ
け
出
し
た
ら
、
大
学
は
、
そ
れ
は
大
学
の
も
の
だ
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
人
の
私
人
よ
り
も
、
大
学
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
戦
う
、
よ
り
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
横
取
り
さ
れ
、
破
壊
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、

」
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
手
が
う
た
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難

が
対
処
さ
れ
た
。
加
え
て
、
こ
の
事
業
者
は
、
収
集
と
収
集
し
た
も
の
を
ま
と
め
る
た
め
の
莫
大
な
費
用
に
多
額
の
出
費
を
し

た
た
め
、
在
世
中
は
、
本
代
と
し
て
四

0
0
0ポ
ン
ド
提
供
さ
れ
て
も
、

そ
の
額
で
は
自
分
に
償
還
す
る
に
は
不
十
分
と
し

て
、
断
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
」

」
の
広
告
は
、

一
八
五
七
年
、
『
記
録
と
聞
い
』

(
Z♀
2
8
ι
c
z
q
-
2
)
第
二
集
、

W
巻
四
一
二
i

四
二
二
頁
に
全
文
印
刷
さ
れ
た

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
ト
マ
ソ
ン
氏
の
ノ
1
ト
」
と
題
さ
れ
た
、
ト
マ
ソ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
第
l
巻
に
以
前
付
さ
れ
て
い
た
手
書
き
文

書
の
、
縮
小
・
訂
正
版
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
父
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
は
ず
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
に
は
ト
マ
ソ

ン
の
死
の
一

O
年
後
の
日
付
が
あ
る
パ

l
ロ
!
主
教
(
思
岱
名
目
色
。
者
)

の
手
紙
の
コ
ピ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
マ

ー
ン
か
、
も
し
く
は
、
父
が
残
し
た

ggω
の
上
に
手
紙
を
基
づ
け
た
か
も
し
れ
な
い
、
ト
マ
ソ
ン
の
息
子
た
ち
に
帰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

手
書
き
文
書
は
さ
き
の
広
告
よ
り
幾
分
長
い
が
、

そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
て
、
印
刷
さ
れ
た
文
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
唯
一
の
と
こ
ろ
は
、

以
下
の
段
落
か
ら
成
っ
て
い
る
。

「
陛
下
は
こ
の
企
図
を
い
た
く
喜
ば
れ
た
が
、
こ
れ
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
試
み
て
い
た
者
に
と
っ
て
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ
た
。

彼
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彼
が
思
う
に
、

さ
も
な
け
れ
ば
、
彼
自
身
に
と
っ
て
も
、

そ
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
彼
の
使
用
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
非
常

に
金
が
か
か
り
、
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
を
体
験
か
ら
彼
が
見
い
だ
し
た
、

か
く
も
困
難
な
仕
事
を
や
り
続
け
よ
う
と
は
し

224 

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仕
事
は
二

O
年
以
上
続
き
、

そ
の
期
間
に
彼
は
、
彼
と
共
に
そ
の
単
調
で
退
屈
な
業
務
に
日
夜
多

大
な
労
苦
を
し
た
人
々
の
う
ち
三
人
を
埋
葬
し
た
。

そ
し
て
彼
は
、
軍
が
北
部
に
い
た
と
き
は
、

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
幾
つ
か
の
ト
ラ
ン
ク
に
そ
れ
ら
を
詰
め
、
週
に
一
、
二
個
を
サ
リ

l
州
の
信
頼
で
き
る
友
人
の
と
こ
ろ
に

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
発
見
さ
れ

送
り
、

そ
の
人
が
そ
れ
ら
を
安
全
に
保
管
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
軍
が
西
部
に
い
た
と
き
は
、

そ
ち
ら
の
方
に
戻
っ
て
く
る

の
を
恐
れ
て
、
や
む
な
く
本
を
再
び
送
り
返
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、

そ
こ
か
ら
無
事
そ
れ
ら
を
受
け
取
っ
た
。
し

か
し
、
危
険
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
、
あ
え
て
自
分
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
置
こ
う
と
は
せ
ず
、
再
び
荷
造
っ
て
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
エ
セ
ッ
ク
ス
州
に
送
っ
た
。

そ
し
て
軍
が
そ
ち
ら
に
向
か
い
ト
リ
プ
ル
ヒ

l
ス
[
一
六
四
七
年
六
月
ト
リ
プ
ル
・
ヒ

1

ス
に
お
け
る
会
戦
]
に
行
っ
た
と
き
、
彼
は
そ
ち
ら
か
ら
そ
れ
ら
を
送
り
返
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
ど
こ
で
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
安
全
で
は
な
い
と
考
え
、

つ
い
に
、
も
っ
と
安
全
に
保
管
し
て
も
ら
う
た
め
オ
ラ

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ど
れ
ほ
ど
の
宝
か
を
よ
く
よ
く
考
え
た
末
、
思
い
直
し
て
、
あ

カ
ン
バ
ス

え
て
海
上
輸
送
の
危
険
を
犯
す
の
は
や
め
、
自
分
の
倉
庫
に
入
れ
、
壁
布
で
お
お
わ
れ
た
幾
つ
か
の
部
屋
に
テ
ー
ブ
ル
の
形
で

ン
ダ
に
送
る
決
意
を
し
た
。
し
か
し
、

置
き
、
収
集
は
中
断
せ
ず
に
な
お
継
続
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
も
、
纂
奪
者
の
権
力
と
命
令
に
よ
り
ベ
ッ
ド

か
ら
連
れ
出
さ
れ
、

ホ
ワ
イ
ト
ホ

1
ル
で
、
ま
る
き
り
囚
人
と
し
て
七
週
間
余
[
一
六
五
一
年
四
月
、
五
月
]
閉
じ
込
め
ら
れ

た
と
き
、
彼
は
、

そ
の
日
|
|
神
の
お
蔭
で
今
や
現
実
に
来
て
い
る
ー
ー
が
来
る
こ
と
を
な
お
望
み
見
な
が
ら
、

そ
れ
ま
で
た

ず
さ
わ
っ
て
い
た
そ
の
比
類
な
き
働
き
、
責
任
、
労
苦
に
終
止
非
を
打
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
」

ト
マ
ソ
ン
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
代
金
と
し
て
四

0
0
0ポ
ン
ド
を
受
け
取
る
の
を
拒
否
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
印
刷
さ
れ
た
広
告
の



方
の
最
後
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
手
書
き
文
書
の
方
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
言
明
は
信
ず
る
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
、

と
ん
ど
言
う
ま
で
も
な
い
。
明
ら
か
に
ト
マ
ソ
ン
は
、
最
後
の
日
々
は
、
金
銭
的
に
困
窮
し
て
お
り
、
現
在
の
値
段
に
換
算
し
て
確
実
に
一

万
六
千
ポ
ン
ド
に
な
る
金
額
を
拒
絶
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
も
な
い
。
ま
た
、

た
と
え
ど
れ
ほ
ど
完
壁
で
よ
く
整
理
さ
れ
て

い
た
に
し
ろ
、

ほ
と
ん
ど
同
時
代
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、
ど
ん
な
図
書
館
や
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
れ
、

そ
れ
ほ
ど
の

金
額
を
申
し
出
た
と
は
容
易
に
想
像
で
き
な
い
。

こ
の
時
期
と
し
て
は
、
特
に
、
著
者
の
主
な
目
的
が
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
売
り
つ
け
る
こ
と
だ
っ
た
と
す
る
と
、

最
も
自
然
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
点
お
よ
び
、

そ
れ
以
外
の
興
味
深
い
幾
つ
か
の
主
張
を
そ
の
広
告
に
盛
り
込
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

著
者
が
、
自
分
が
書
い
て
い
る
内
容
を
信
じ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
極
め
て
あ
り
う
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、

ト
マ
ソ
ン
が
国
王
の
た
め
に
、

か
つ
国
王
の
直
接
的
な
命
の
下
に
行
動
し
、
ま
た
、
軍
の
暴
力
と
「
纂
奪
者
」

の
復
讐
や
強
欲
に
よ
る
、
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
も

の
と
も
せ
ず
、

と
装
う
こ
と
は
、
高
度
に
政
治

ひ
と
え
に
「
国
王
陛
下
の
用
に
供
す
る
た
め
に
」
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
き
た
、

的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
事
実
、

一
六
四
七
年
秋
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
に
貸
し
出
さ
れ
た
本
に
つ
い
て
の
ト
マ
ソ
ン
の
疑
い
な
く
純
粋
な
注
記

は
、
国
王
[
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
]
が
そ
の
時
ト
マ
ソ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
初
め
て
聞
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
ま
た
、
な
ぜ
ト
マ

ソ
ン
が
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
送
っ
た
り
、

ロ
ン
ド
ン
で
あ
れ
ほ
ど
細
心
の
工
夫
を
こ
ら
し
て
隠
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
仲
間
の
長
老
派
の
人
々
と
共
通
し
て
ト
マ
ソ
ン
は
、
明
ら
か
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
お
よ
び

独
立
派
軍
の
い
か
な
る
悪
も
直
ぐ
に
信
じ
た
が
、

し
か
し
内
戦
史
上
、
軍
の
士
官
や
兵
士
が
書
籍
商
の
在
庫
品
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
し
て
う

か
れ
た
な
ど
と
い
う
考
え
を
正
当
化
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
反
対
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
、

一
つ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
意
図
的
に
没
収
し

た
り
破
壊
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
、

※
(
脚
注
)

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
、

コ
レ
ク
タ

1
を
ほ
め
る
見
込
み
が
あ
っ
た
。

※

x
d
の
脚
注

そ
れ
か
ら
何
年
か
後
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
と
軍
の
士
官
た
ち
両
方
が
、
書
物
に
対
す
る
彼
ら
の
敬
意
を
見
事
な
仕
方
で
表
わ
し
た
一 ほ
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つ
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。

一
六
五
六
年
大
主
教
ア
ッ
シ
ャ
!
の
死
後
、

そ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
デ

ン
マ

1
ク
の
枢
機
卿
マ
ザ
ラ
ン

(
Z
S
R
E
)
と
国
王
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
三
世
の
両
者
が
値
を
つ
け
た
が
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
、

カ=

226 

も
素
晴
ら
し
い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
海
外
に
行
く
の
を
許
す
こ
と
を
断
固
拒
み
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
二

0
0ポ
ン
ド
で
購
入
さ
れ
て

ダ
プ
リ
ン
城
に
預
け
ら
れ
た
。

そ
の
金
額
は
寄
付
金
で
集
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
大
半
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
在
っ
た
軍
の
士
官
と
兵
士

た
ち
か
ら
献
金
さ
れ
た
。

広
告
に
う
た
わ
れ
て
い
る
、
ト
マ
ソ
ン
の
本
の
放
浪
に
つ
い
て
の
話
は
、
高
度
に
そ
れ
が
書
か
れ
た
時
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
わ
た
し

と
し
て
は
、

こ
の
物
語
は
一
六
四
五
年
か
ら
一
六
四
七
年
頃
よ
り
も
も
っ
と
後
の
時
期
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
ト
マ
ソ
ン
は
、
ラ
ヴ
陰
謀
事
件
[
一
六
五

O
!五
一
年
]
に
連
座
し
た
結
果
本
当
に
危
険
に
な
り
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
送
り
、

パ
l
ロ
!
の
配
慮
の
下
に
置
く
、

と
い
う
案
を
最
終
的
に
採
用
す
る
以
前
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
分
散
さ
せ
た

り
、
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
救
う
こ
と
に
努
力
し
た
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

更
に
ま
た
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
一
緒
に
さ
れ
て
い
る
手
書
き
文
書
が
、

「
当
時
だ
れ
も
あ
え
て
出
版
し
な
か
っ
た
」
王
党
派
の
文
書
で

あ
る
、
と
い
う
の
も
真
実
で
は
な
い
。
わ
た
し
は
以
下
に
そ
れ
ら
を
叙
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
た
だ
こ
の
点
だ
け
記
し
て
お
き
た
い
。
す
な

わ
ち
、
あ
の
よ
う
に
大
量
に
印
刷
さ
れ
、
あ
る
程
度
は
出
回
っ
た
に
違
い
な
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新
聞
よ
り
も
、
も
っ
と
ず
ば
ず
ば
言
い
、

も
っ
と
大
胆
で
、
あ
る
い
は
、
時
に
は
も
っ
と
罵
倒
す
る
よ
う
な
も
の
は
、
考
え
る
こ
と
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

ア
ン
・
マ

i
ン
か
ら
シ
ッ
ソ
ン
家
を
経
て
ビ
ュ

I
ト
伯
ヘ

一
六
八
三
年
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ

l
ン
が
死
去
し
た
。
彼
は
遺
言
に
よ
っ
て
、

ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
含
む
自
分
の
本
の
在
庫
を
、



彼
の
未
亡
人
、

一
六
八
四
年
五
月
一
五
日
、
枢
密
院
(
司
ユ

4
n
g
D色
)
は
、
ベ
ロ
!
の
『
逸
話
』
第
二
巻

『
記
録
と
聞
い
』
(
一
八
五
七
)
、
第
二
集
、
第
四
巻
四
二
二
頁
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
《
指
令
》
(
。
三
2
)
を
出
し
た
。

ア
ン
・
マ

l
ン
に
遺
贈
し
た
。

二
五
三
頁
、

お
よ
び

そ
の
《
指
令
》
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
ホ

1
ル
宮
に
て

一
六
八
四
年
五
月
一
五
日

国
王
陛
下
な
ら
び
に
最
も
尊
き
陛
下
の
貴
族
院
議
員
と
か
ら
成
る

枢
密
院

最
近
死
去
し
た
、
陛
下
の
印
刷
出
版
業
組
合
長
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
マ
!
ン
の
未
亡
人
、

ア
ン
・
マ

i
ン
の
謙
虚
な
る
請
願
が
、
本

日
会
議
の
席
で
朗
読
さ
れ
た
。
請
願
に
よ
れ
ば
、
陛
下
は
、
国
務
卿

(po
∞2
5
E弓
え

ω
S
R
)
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ソ
ン
卿
を
通
じ
て
請
願
者
の
夫
に
、
国
事
に
関
す
る
種
々
の
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

そ
の
冊
数
三
万
余
で
、
統
一
し
た
形
式
で

二
O
O
O巻
以
上
に
ま
と
ま
ら
れ
て
い
る
も
の
、
を
購
入
す
る
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
を
よ
し
と
さ
れ
た
。
請
願
者
の
夫
は
、

そ

れ
ら
の
本
を
購
入
す
る
た
め
多
大
な
費
用
を
費
し
、
し
か
も
そ
の
本
が
か
く
も
長
期
に
わ
た
り
取
り
扱
い
が
決
ま
ら
ま
い
ま
ま

で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
未
亡
人
自
身
と
そ
の
家
族
の
負
担
の
ゆ
え
、
彼
女
自
身
と
家
族
を
支
援
す
る
資
金
を
得
る
容
易
な
方
法

と
し
て
、

そ
の
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
処
分
す
る
こ
と
を
陛
下
に
お
許
し
い
た
だ
き
た
く
、
慎
ん
で
願
い
上
げ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
会
議
に
お
い
て
陛
下
は
、
請
願
者
が
よ
い
と
思
う
よ
う
に
本
を
売
却
し
、
処
分
し
て
も
よ
い
と
の
許
可
を
与
え

る
こ
と
を
恵
み
深
く
も
よ
し
と
さ
れ
た
。
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冨
比
・
ロ
イ
、
ド
(
巴
。
立
)

228 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

ア
ン
・
マ

l
ン
か
ら
、
順
次
、
義
理
の
息
子
ト
マ
ス
・
シ
ッ
ソ
ン

(同，

F
。
s
g
巴
ωω
。
ロ
)
、
次
に
、
彼
の
息
子
で
、

ラ
ド
ゲ
イ
ト
・
ヒ
ル
で
薬
剤
師
を
し
て
い
た
へ
ン
リ

1
・
シ
ッ
ソ
ン
に
、
そ
し
て
更
に
、

ヘ
ン
リ
1
の
娘
で
、
オ

l
モ
ン
ド
街
に
住
ん
で
い

た
ミ
ス
・
シ
ッ
ソ
ン
へ
と
渡
っ
て
い
っ
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
売
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
が
、

そ
の
存
在
が
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、

シ
ッ
ソ
ン
家
の

人
々
は
、
何
と
か
し
て
売
却
し
よ
う
と
繰
り
返
し
努
力
し
た
。

に
、
ジ
ョ
ン
・
パ
グ
フ
ォ
ー
ド
(
』
。
}
百
回

mwR25
が
書
い
た

ロ七
ン(

ド八
と年

書庄
館刊

惣愛
伊好
家
が甫

載丙
ーノ 言宗
た』u

そ第
の 11
中巻
で

一
六
七
ー
一
八
二
頁
)

パ
グ
フ
ォ
ー
ド
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
「
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
氏
」

の
仕
事
と
述
べ
て
い
る
(
こ
れ
は
、
遅
く
は
一
八
一
二
年
の
ニ
コ
ル
ス
『
文
学
逸
話
』
(
ロ

z
s
q

旨
百
円
υ
色。件。
ω)

に
ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
間
違
い
で
あ
る
)
。

パ
グ
フ
ォ
ー
ド
は
、

ト
マ
ソ
ン
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
出
来
事
に
つ
い
て
の
伝
説

的
な
話
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
は
、

一
つ
の
小
さ
な
ト
ラ
ク
ト
を
捜
し
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
徹

底
し
た
調
査
の
結
果
、

そ
れ
が
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
る
と
つ
い
に
知
ら
さ
れ
た
。

そ
こ
で
国
王
は
、
ポ

l
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
ヤ
!

ド
の
ト
マ
ソ
ン
の
家
に
馬
車
で
行
き
、
そ
こ
で
そ
の
ト
ラ
ク
ト
を
読
み
、
そ
れ
か
ら
ト
マ
ソ
ン
を
励
ま
す
た
め
彼
に
一

0
ポ
ン
ド
を
与
え
た
」

と
。
同
じ
記
事
は
、

一
二
巻
の
カ
タ
ロ
グ
を
一
七
世
紀
後
半
の
競
売
人
、

マ
1
マ
デ
ュ

1
ク
・
フ
ォ
ス
タ
ー
(
冨
R
E包
ロ
-8
司。
ω件。吋)
の

も
の
と
し
て
い
る
。

パ
グ
フ
ォ
ー
ド
の
注
記
を
継
続
・
拡
大
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ル
デ
ィ
ス

(
当
日
E
E
C
-身
ω)
は

」
う
付
け
加
え

て
い
る
。

「
わ
た
し
が
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
の
所
有
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
対
し
て
三

O
Oな
い
し
四

0
0

[
ポ
ン
ド
]
以
上
は
申
し
出
が
な
く
、
申
し
出
を
し
た
の
は
チ
ャ
ン
ド
ス
侯
古
島
ゆ
え
の
『
包
含
ω)

で
あ
る
。
」

[
脚
注
|
|
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
七
二

O
年
か
ら
一
七
四
四
年
に
、

キ
ャ
ノ
ン
ズ
に
巨
大
な
図
書
館
を
建
設
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
た
初
代
、
チ
ャ
ン
ド
ス
侯
で
あ
る
。
]



(問。
σ
。ユ』
O
D
W
Z
)

一
七

O
九
年
二
一
月
三
日
、
後
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
長
と
な
っ
た
ロ
パ

1
ト
・
ジ
ェ
ン
キ
ン

(
H
d
o
s
g
回
白
}
内
角
川
円
)

」
う
言
っ
て
い
る
。

は
、
自
著
『
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
史
』
に
用
い
る
資
料
に
つ
い
て
同
カ
レ
ッ
ジ
の
ト
マ
ス
・
べ
イ
カ
!

「
当
地
[
ロ
ン
ド
ン
]
に
は
、

わ
が
卿
[
初
代
ウ
ェ
イ
マ
ス
子
爵
]
に
購
入
が
持

に
手
紙
を
書
き
、

ち
か
け
ら
れ
て
い
る
、
も
う
一
つ
の
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
、

た
三
万
点
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
完
全
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

め
っ
た
に
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
二

O
O八
巻
に
ま
と
め
ら
れ

」
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

一
六
四

O
年
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
命
で
始
め
ら

一
七
六
一
年
一

O
月、

一
六
六

O
年
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
」
(
『
コ

1
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
三

O
巻
、
〉
広
島
・
冨
∞
∞

-gω
ゲ
皆
-
-
H
N
C
)

で
あ
る
ト
マ
ス
・
ホ
リ
ス

(同，

F
。
B
S
出
。
毘
ω
)

れ知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

ホ
リ
ス
は
、
同
時
代
の
人
々
に
は

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
文
学
・
芸
術
の
裕
福
な
「
パ
ト
ロ
ン
」

ま
た
、

「
彼
は
、

か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
実
に
つ
ま
ら
ぬ
、

知
っ
て
い
る
人
物
に
対
し
て
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
、

最
も
よ
く
覚
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
パ

1
ン
(
回
]
釦
の
}
内
σ
Z
H
A
H
O
)

の
『
ト
マ
ス
・
ホ
リ
ス
の
思
い
で
』
(
一
七
八

O
年
)
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
購
入
を
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
か
ビ
ュ

「
共
和
主
義
者
ホ
リ
ス
」
と
し
て
一
般
に
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、

ひ
ど
い
奴
だ
が
、
自
分
自
身
の
原
則
と
全
く
反
対
の
原
則
の
持
ち
主
だ
と

と
信
ず
る
」
と
い
う
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
[
博
士
]
の
簡
潔
な
人
物
評
で
恐
ら
く

の
次
の
文
章
は
、

ホ
リ
ス
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
知
る
に
至
っ
た
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
は
い
る
が
、
果
た
し
て
ホ
リ
ス
自
身
が
、

ー
ト
伯
の
い
ず
れ
か
に
助
言
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
。

二
七
六
一
年
一

O
月
一
八
日
、

ホ
リ
ス
氏
は
ケ
ン
ト
氏
の
訪
問
を
受
け
た
。
ケ
ン
ト
氏
は
ホ
リ
ス
氏
に
、

一
六
四
一
年
初
頭

か
ら
出
版
さ
れ
た
す
べ
て
の
本
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
、
非
常
に
珍
し
い
重
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
手
書
き
の
説
明
書

」
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
取
る
に
足
り
ぬ
対
価
で

を
置
い
て
い
っ
た
。
ケ
ン
ト
氏
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
、

(
と
彼
は
心
配
し
て
い
た
)
売
却
さ
れ
る
予
定
で
、
あ
る
伯
[
ビ
ュ

1
ト
]
に
話
し
が
持
ち
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

の
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っ
た
。
し
か
し
、
ケ
ン
ト
氏
は
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
た
人
や
、

そ
れ
を
所
有
し
て
い
る
人
の
名
前
は
知
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
情
報
に
ホ
リ
ス
氏
は
、
以
下
の
覚
書
を
追
加
し
て
い
る
。
『
重
要
で
あ
ろ
う
こ
の
件
に
つ
い
て
更
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
、

230 

も
し
可
能
な
ら
、
公
衆
の
た
め
に
何
と
か
し
て
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ
と
』
と
。
こ
の
発
見
の
結
末
は
、

ビ
ユ

ー
ト
伯
が
陛
下
の
命
に
よ
り
三

0
0ポ
ン
ド
で
オ

l
モ
ン
ド
街
の
ミ
ス
・
シ
ッ
ソ
ン
か
ら
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
、

ビ

ユ
1
ト
伯
か
ら
『
大
英
博
物
館
に
、
寄
贈
さ
れ
た
』
こ
と
、

ホ
リ
ス
氏
が
言
う
に
『
見
事
に
、
誠
に
見
事
に
』
、

で
あ
る
。
『
恐

ら
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
こ
に
、
長
く
い
つ
ま
で
も
、
平
和
の
う
ち
憩
う
で
あ
ろ
う
。
』
」

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
援
助
で
ビ
ュ

I
卜
伯
が
大
英
博
物
館
に
寄
贈

購
入
に
つ
い
て
少
し
異
な
る
話
が
、

ホ
リ
ス
の
『
思
い
出
』
七
一
七
頁
に
載
り
、

一
七
六
三
年
の
『
年
次
報
告
』
(
旨
E
S
-
p
m
Z
Z『)

一
一
七
頁
に
再
掲
載
さ
れ
た
。

一
七
六
三
年
二
一
月
一
七
日
の
、

「
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
宛
て
の
手
紙
に
出
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ク
ト
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
命
令
に
よ
り
、
あ
る
一
人
の
紳
士
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
。

そ
の
紳
士
が
、

最
大
の
努
力
、
勤
勉
、
忠
実
さ
を
も
っ
て
彼
の
仕
事
を
完
了
し
た
後
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
ま
こ
と
に
け
ち
で
、

そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
対
し
、

そ
の
紳
士
が
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
程
度
の
額
し
か
提
示
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
本
は
収
集
者
の
家
族

の
も
と
に
一
七
六
一
年
ま
で
あ
り
、

そ
の
年
、

ビ
ュ

l
ト
卿
に
よ
り
三

0
0ポ
ン
ド
か
ら
四

0
0ポ
ン
ド
の
間
で
購
入
さ
れ

た
。
し
か
し
、

か
く
も
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、

パ
リ
の
幾
つ
か
の
貴
族
図
書
館
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
館
内
に
は
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
、

ど
こ
か
の
私
的
な
図
書
館
に
封
じ
込
め
ら
れ
る
の
は
い
か
に
も
残
念
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
国
王
陛
下
が

ビ
ュ

1
ト
卿
に
本
の
購
入
代
金
を
払
い
戻
し
、

そ
の
本
を
大
英
博
物
館
に
寄
贈
し
た
の
で
あ
る
。
」



コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大
英
博
物
館
理
事
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。
一
七
六
二
年
七
月
二
二
日
付
の
ビ
ュ

l
ト
伯
の
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

「
陛
下
は
、
内
戦
期
間
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
か
か
わ
る
、
約
二

0
0
0巻
に
含
ま
れ
た
約
三
万
二

千
点
の
ト
ラ
ク
ト
の
珍
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
さ
れ
、

そ
こ
の
王
立
図
書
館
に

そ
れ
を
公
衆
の
利
用
の
た
め
、
大
英
博
物
館
に
送
り
、

保
管
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
」
そ
れ
ら
の
巻
は
、
元
々
の
綴
じ
方
と
順
序
に
で
き
る
か
が
り
近
い
仕
方
で
綴
じ
直
さ
れ
、
現
在
置
か
れ
て

い
る
棚
に
並
べ
ら
れ
た
。

一
七
五
九
年
の
創
館
以
来
図
書
館
を
豊
か
に
し
て
き
た
多
く
の
寄
付
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
が
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
雅
量
に
負
っ
て
い
る

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
以
上
に
、
代
々
の
学
者
、
研
究
者
に
稗
益
し
て
き
た
の
も
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

マ
コ

l
リ
l
(冨何
R
E
F
-、
ト
マ
ス
・
カ

i
ラ
イ
ル
、
そ
の
他
多
く
の
著
名
な
著
作
家
た
ち
が
、

品
に
大
い
に
頼
っ
て
き
た
。
現
代
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ロ

l
ソ
ン
・
ガ

1
ド
ナ

1
3
5
5
}

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
貯
蔵

河町
w
d匂

ω
。
ロ
の
mw
吋
門
出
口

q)
の
名
に
最
も
緊
密
に
結
び
付
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
の
ガ

l
デ
ィ
ナ
ー
の
知
識
は
、

長
年
に
わ
た
る
綿
密
か
つ
間
断
な
い
研
究
に
基
づ
い
て
い
て
、
比
類
の
な
い
程
深
く
、
ま
た
徹
底
し
て
い
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
欠
け
て
い
る
部
分

ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
の
歴
史
か
ら
ト
ラ
ク
ト
自
体
の
こ
と
に
移
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
完
結
と
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
よ
る
そ
の
購
入
の
日

時
の
間
に
は
、

一
世
紀
が
経
過
し
て
お
り
、

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
転
送
さ
れ
、
恐

そ
の
長
期
間
の
聞
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

ら
く
一
度
な
ら
ず
、

ロ
ン
ド
ン
の
あ
る
所
か
ら
別
の
所
へ
と
移
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
年
月
の
聞
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
無
く
な
っ
た

り
、
盗
ま
れ
た
り
し
て
い
て
も
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
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次
の
も
の
が
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
英
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
と
き
に
無
か
っ
た
巻
の
完
全
な
リ
ス
ト
で
あ
る
。
ト
マ
ソ
ン
の
カ
タ
ロ
グ

に
出
て
い
る
数
字
を
あ
げ
る
。
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型
四
折
版
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H
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ω
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∞
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N
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φ
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ト
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z。・∞
E
i
-
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5
g・尽
-
u
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N
C
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お
ト
ラ
ク
ト

制
定
法
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
規
模

ト
マ
ソ
ン
は
、

小
さ
い
本
に
は
す
べ
て

「
八
折
版
」

の
語
を
用
い
て
お
り
、
彼
は
そ
れ
ら
を
日
付
よ
り
も
大
き
さ
に
し
た
が
っ
て
綴
じ

た
。
無
く
な
っ
て
い
る
八
折
版
の
諸
巻
は
、
日
付
が
ま
ち
ま
ち
の
四
一
ト
ラ
ク
ト
全
部
を
含
ん
で
い
た
。
全
部
で
一
四
五
の
ト
ラ
ク
ト
が
無

く
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
ら
は
二
九
巻
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
。

大
英
博
物
館
理
事
会
の
所
有
と
な
っ
て
か
ら
の
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
規
模
に
つ
い
て
の
初
期
の
幾
つ
か
の
見
積
も
り
は
、
類
推
の
域
を
出

し
か
し
、
『
書
誌
学
誌
』
(
回
目

z
z
m
g司
E
g
)
第
皿
巻
二
九
一
ー
三

O
八
頁
に
掲
載
さ
れ
た
、

彼
の
論
文
の
中
で
フ
ァ
ル
コ
ナ
1
・
メ
イ
ダ
ン

h
h

、40

争
ら
し

ト
ラ
ク
ト
に
つ
い
て
の
お
も
し
ろ
い

(冨円

-z-gロ
2
冨
包

g)
は
、
点
数
を
注
意
深
く
計
算
し
て
い
る
。
わ
た
し
自
身
の
見
積

も
り
が
彼
の
も
の
と
異
な
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
異
な
っ
た
計
算
の
基
準
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、

つ



一
つ
の
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、

そ
れ
ら
が
同
時
に
出
さ
れ
た
と
き
の
巻
数
や
分
冊
の
数
に
関
係
な
く
、

一
点
と
し
て
数
え
る
。

し
か
し
、

分
冊
が
別
々
に
出
版
さ
れ
た
と
き
に
は

(
例
え
ば
、

エ
ド
ワ
ー
ド
の
『
壊
痘
』
(
の
包

mgog)
の
場
合
、
第
一
部
は
一
六
四
六
年
の
二
月

二
六
日
に
、
第
二
部
は
五
月
二
八
日
に
、
第
三
部
は
二
一
月
二
八
日
に
出
さ
れ
た
)
、

わ
た
し
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
冊
を
一
つ
の
出
版
物
と
し

て
数
え
る
。
こ
の
方
式
で
計
算
し
て
、

わ
た
し
は
数
を
次
の
よ
う
に
見
積
も
っ
て
い
る
。

(図
1
参
照
)

合
計
は
、
二

O
O八
巻
に
綴
じ
ら
れ
た
二
二
、
二
五
五
の
も
の
で
あ
る
。

図1

年 ノ号ンフレット 手書き本 新聞 計

1640 22 2 4 

41 717 4 721 

42 1966 1 167 2134 

43 1091 3 402 1496 

44 692 3 673 1368 

45 694 3 722 1419 

46 804 3 503 1310 

47 1058 7 407 1472 

48 1408 16 612 2036 

49 777 15 554 1346 

50 481 5 284 770 

51 402 1 356 759 

52 427 1 494 922 

53 598 15 460 1073 

54 526 3 483 1012 

55 443 6 350 799 

56 402 4 104 510 

57 306 1 25 332 

58 282 3 103 388 

59 652 1 253 906 

60 976 4 164 1144 

61 218 53 271 

62 35 35 

63 8 8 

14942 97 7216 22255 
」一一 」

トマソン・コレクションの全体像233 



収
集
は
ど
の
程
度
完
壁
か

234 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ど
の
程
度
完
壁
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
聞
い
が
し
ば
し
ば
出
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、
絶
対
的
な
(
無
条
件

の
)
答
え
を
容
認
し
な
い
問
い
で
あ
る
。
ト
マ
ソ
ン
の
企
図
は
、
書
誌
的
(
出
版
目
録
)
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
い
う
よ
り
歴
史
的
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
を
形
成
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
結
果
ト
マ
ソ
ン
は
、
同
一
の
本
の
多
数
の
版
を
集
め
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
意
を
用
い
な
か
っ
た
。

そ
の

一
つ
の
良
い
例
が
、

ト
マ
ソ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
一
冊
の
『
王
の
肖
像
』
(
肘
宗
S
〈
回

Q
9ど
5)
で
あ
る
。

ト
マ
ソ
ン
は
こ
れ
を
一

六
四
九
年
二
月
九
日
に
出
版
さ
れ
た
か
、
彼
が
受
け
と
っ
た
か
、

し
た
も
の
と
し
て
記
し
、
《
第
一
刷
》
と
い
う
注
を
加
え
て
い
る
。

と
こ

ろ
が
大
英
博
物
館
に
は
、

一
六
五

O
年
三
月
末
以
前
に
出
さ
れ
た
二
二
の
版
が
存
在
し
、
う
ち
一
一
は
一
六
四
八
年
の
日
付
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ら
は
、
[
現
在
の
]
一
六
四
九
年
二
月
、
三
月
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
ト
マ
ソ
ン
は
普
通
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
他
の
町
の
印
刷
所
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
を
ロ
ン
ド

ン
で
再
版
し
た
も
の
で
満
足
し
て
い
た
。
元
々
の
版
の
本
が
手
に
入
れ
ば
明
ら
か
に
歓
迎
さ
れ
た
が
、

し
か
し
、
ト
マ
ソ
ン
は
、

ロ
ン
ド
ン

以
外
の
と
こ
ろ
で
徹
底
的
に
買
い
ま
く
る
ほ
ど
の
資
力
は
な
か
っ
た
か
ら
、

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
ダ
ブ

リ
ン
、

そ
の
他
の
所
で
出
さ
れ
た
膨
大
な
数
の
本
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
は
、
全
く
彼
の
も
と
に
は
来
な
か
っ
た
。

一
六
五
三
年
以
降
、
《
ク
エ
ー
カ
ー
文
書
》

(
C
E
r
o門
叶
5
2
ω
)
と
し
て
知
ら
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
驚
く
ほ
ど
の
量
で
溢
れ
出
始
め

た
。
ト
マ
ソ
ン
が
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
オ
ツ
ク
ス
に
当
て
た
形
容
語
(
以
下
、
参
照
)
は
、
当
時
の
、
秩
序
を
重
ん
じ
、
相
当
の
地
位
に
あ
る
長

の
集
団
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
軽
蔑
を
表
現
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
ク
エ
ー
カ
ー
文

書
の
ト
マ
ソ
ン
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
極
め
て
断
片
的
で
あ
る
。
二
つ
の
例
だ
け
挙
げ
る
と
、

老
派
の
市
民
が
、
こ
の
新
し
い
〈
分
派
〉

(
ω
2
S
E
g
)

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
年
長
の
ジ
ョ

1

ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
も
の
は
、

四
四
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ジ
ェ

1
ム
ズ
・
ネ
イ
ラ

1
[
フ
ォ
ッ
ク
ス
に
並
ぶ
、
ク
エ
ー
カ
ー
派
の
伝
道
説
教



者
]
の
も
の
は
二
四
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
あ
る
。
大
英
図
書
館
に
は
そ
れ
以
外
に
、

フ
オ
ツ
ク
ス
の
ト
ラ
ク
ト
が
九
三
、
ネ
イ
ラ

l
の
も

の
が
コ
二
あ
り
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、

一
六
六
一
年
以
前
に
出
て
い
た
。

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
欠
陥
を
割
酌
し
た
上
で
、

ロ
ン
ド
ン
で
印
刷
さ
れ
た
り
売
ら
れ
た
り
し
た
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
可

能
な
限
り
、

ほ
ぼ
完
壁
だ
と
言
え
る
。

こ
の
一

0
年
間
わ
た
し
は
職
務
に
よ
り
、
大
英
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
か
、
販
売
カ
タ
ロ
グ
に
乗
っ

て
い
た
、

一
六
四

O
年
か
ら
一
六
六

O
年
の
聞
に
出
さ
れ
た
膨
大
な
数
の
本
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
精
査
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
膨
大
な
数
の

ク
エ
ー
カ
ー
文
書
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
地
方
の
中
心
都
市
で
出
版
さ
れ
た
相
当
量
の
作
品
も
図
書

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、

館
に
追
加
さ
れ
た
が
、
既
に
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
な
い
ロ
ン
ド
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
わ
ず
か
五
つ
見
つ
か
っ
た
に

す
ぎ
な
い
。

ト
マ
ソ
ン
に
よ
る
覚
え
書
き
1

1

日
付
と
コ
メ
ン
ト

一
六
四
一
年
春
ト
マ
ソ
ン
は
、
ト
ラ
ク
ト
の
多
く
の
も
の
の
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
を
入
手
し
た
時
の
日
付
か
、
場
合
に
よ

つ
て
は
出
版
の
日
付
を
書
き
始
め
た
。
こ
の
覚
え
書
き
は
こ
の
上
な
く
価
値
が
あ
る
も
の
で
、

」
れ
が
な
け
れ
ば
、
時
系
列
に
並
べ
る
こ
と

が
不
可
能
で
あ
っ
た
本
の
日
付
を
わ
れ
わ
れ
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
し
ば
し
ぼ
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
ト
マ
ソ
ン
の
日
付
は
有
益
で
は
あ

る
が
、
無
謬
で
は
な
い
。
従
っ
て
原
則
的
に
は
、

そ
れ
ら
は
、
実
際
の
出
版
の
大
体
の
日
付
を
表
す
だ
け
と
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
同
じ
も
の
の
二
つ
の
コ
ピ

l
に
別
々
の
日
付
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
少
な
か
ら
ぬ
場
合
、

五
、
六
冊
の
本
が
同
じ

日
付
を
付
け
ら
れ
、

五
日
空
け
て
、
更
に
数
冊
が
同
じ
日
付
を
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

ト
マ
ソ
ン
が
、
同
じ
日
に
数
冊

そ
の
後
四
、

の
本
を
購
入
し
、

そ
れ
か
ら
数
日
待
っ
て
次
の
何
冊
か
も
買
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
ト
マ
ソ
ン
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
を
入
手
し
た
正
確
な
日

付
を
記
す
時
間
が
い
つ
も
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

トマソン・コレクションの全体像235 



手
書
き
文
書
は
合
計
九
七
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
印
刷
さ
れ
た
も
の
の
部
分
と
一
緒
に
、
時
系
列
順
に
綴
じ
ら
れ
て

い
る
。
う
ち
八
七
は
、

ト
マ
ソ
ン
の
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
リ
ス
ト
は
、

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
[
別
あ
つ
ら
え
の
索
引
]
の
中
に
あ
る

236 

(第
H
巻
、
七
三
九
l

四
O
頁)。

そ
れ
ら
は
、
〈
広
告
〉
(
〉
仏
語
邑
2
B
g
C
に
「
国
王
の
た
め
に
」
冒
(
わ
れ
た
と
し
て
い
る
そ
れ
ら
に
つ
い

て
の
記
述
を
ほ
と
ん
ど
裏
付
け
な
い
。

そ
う
し
た
も
の
を
敢
え
て
出
せ
ば
、
必
ず
身
の
破
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

し

か
し
、

そ
れ
ら
手
書
き
文
書
の
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
、
歴
史
的
に
は
非
常
に
価
値
が
あ
る
。
二
、
三
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

-
「
一
一
月
の
ケ
ン
ト
の
請
願
」

一
六
四
四
年
(
第
I
巻
三
四
六
頁
)

-
「
特
命
委
員
会
に
対
す
る
兵
士
の
一
致
し
た
回
答
l
a
t
-
-

下
院
の
ロ
ビ
!
に
貼
ら
れ
て
い
た
韻
文
の
演
説
を
添
え
て
」

一
六
四

七
年
六
月
二
日
(
第
I
巻
五
一
四
頁
)

-
「
ロ
ン
ド
ン
の
徒
弟
た
ち
へ
の
演
説
」

一
六
四
七
年
六
月
一
一
日
(
第
I
巻
五
一
八
頁
)

-
「
国
王
と
の
個
人
的
条
約
を
支
持
す
る
、
国
務
評
議
会

(
d
5
n
2
2
え
打
。

B
B
g
n
g
R口
)
?
の
決
議
」

一
六
四
八
年
六

月
二
四
日
、
こ
れ
は
恐
ら
く
、
当
時
評
議
員
だ
っ
た
ト
マ
ソ
ン
に
よ
っ
て
書
き
取
ら
れ
た
も
の
。

-
「
チ
ャ
ー
ル
ズ

I
審
理
の
た
め
最
高
裁
(
任
命

E
m
F
n
2
2
)
を
継
続
す
る
英
下
院
の
条
例
」
(
脚
注
)

(
脚
注
)
」
れ
は
、

「
法
律
と
な
る
」

に
は
国
王
や
上
院
の
同
意
は
不
必
要
と
す
る
決
議
を
し
た
二
日
後
の
一
月
六
日
に
、
下
院
単
独
の

権
威
で
通
し
た
最
初
の

「
法
律
」

2
2
)
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
別
個
に
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、

ス
コ

l
ベ
ル
(
∞

g
gロ
)
の
『
法
律
お
よ
び
条
例
集
一
六
四

O
l
一
六
五
六
』
に
も
出
て
い
な
い
。
実
際
は
、
わ
た
し

が
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ぎ
り
で
は
、

コ
ベ
ッ
ト
(
打
。
σ
Z
C
の
『
国
家
的
審
理
』
(
一
八

O
九
年
)

の
中
に
初
め
て
印



刷
さ
れ
た
。

更
に
、

た
く
さ
ん
の
詩
や
警
句
も
あ
る
が
、
中
で
も
恐
ら
く
最
も
興
味
深
い
も
の
は
、

「j
i
-
-
・
」
[
不
祥
]
(
第
一
巻
七
三
五
百
(
)
で

ゑ
す
G
。

手
書
き
文
書
と
ほ
ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
価
値
が
あ
る
の
は
、
ト
マ
ソ
ン
の
コ
メ
ン
ト
で
、
八

O
以
上
あ
る
。
彼
の
伝
記
を
跡
づ
け
よ
う
と
し
て

わ
た
し
は
既
に
、

ト
マ
ソ
ン
に
個
人
的
に
か
か
わ
る
若
干
の
メ
モ
を
引
用
し
た
。

そ
れ
ら
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
の
は
、
入
手
し
た
と
き
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
付
し
た
注
釈
で
あ
る
。

と
き
ど
き
ト
マ
ソ
ン
は
、

そ
の
著
者
の
名
を
挙
げ
た
り
、

イ
ニ
シ
ア
ル
を
記
し
た
り
、
あ
る
い
は
推

定
し
た
著
者
名
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
最
後
の
ケ
1
ス
で
ト
マ
ソ
ン
が
巧
み
に
し
て
い
る
例
を
一
つ
挙
げ
れ
ば
十
分
だ
ろ
う
。

ピ
1
タ
1
・

コ
1
ネ
リ
ア
ス
・
ヴ
ァ
ン
・
ザ
リ
ッ
ク
ニ
ズ
ィ

1
著
『
貧
者
を
幸
せ
に
す
る
道
』
と
い
う
題
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
、

ト
マ
ソ
ン
は
、

「
わ
た
し
は
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
ヒ
ュ

l
・
ピ

l
タ

1
ズ
氏
(
冨
円
・
国
ロ
岡
町
司
2
2
ω
)
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
信

(第

H
巻
二
三
五
頁
)
と
記
し
て
い
る
。

ず
る
。
彼
は
、

コ
1
ネ
リ
ア
ス
・
グ
ロ
!
ヴ
ァ
!
と
い
う
名
の
人
を
か
か
え
て
い
る
」

」
れ
は
、

誠
に
鋭
い
推
論
で
あ
る
。

一
五
も
の
場
合
、

ブ

ロ

ー

ド

サ

イ

ド

ひ

き

ト
マ
ソ
ン
は
、
夜
間
、
あ
ち
こ
ち
の
通
り
に
大
刷
紙
|
|
彼
は
普
通
こ
れ
を
〈
リ
ベ
ル
〉
(
ロ

Z-Y
誹
段
文
書
)
と
名

付
け
て
い
る
ー
ー
が
、
ば
ら
撒
か
れ
た
と
、

と
記
し
て
い
る
。
他
の
若
干
の
場
合
ト
マ
ソ
ン
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
あ
る
い
は
大
刷
紙
が
ウ
ェ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ

1
・
ホ

1
ル
で
配
ら
れ
た
と
か
、
教
会
の
玄
関
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
と
か
、
ク
エ
ー
カ
ー
に
よ
り
配
付
さ
れ
た
、

と
述
べ
て

い
る
。
時
々
ト
マ
ソ
ン
の
メ
モ
は
、
興
味
深
い
出
来
事
を
記
録
し
た
り
、
風
刺
的
な
性
質
の
も
の
も
あ
る
。
以
下
に
若
干
の
例
を
挙
げ
る
。

• 
一
六
四
二
年
六
月
一
八
日
。

「
こ
の
布
告
は
ロ
ン

「
陛
下
の
意
向
な
し
に
軍
隊
召
集
を
禁
ず
る
布
告
」
。
ト
マ
ソ
ン
は
記
す
。

ド
ン
の
行
政
官

(ωF25-ω)
に
よ
っ
て
布
告
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

そ
う
し
よ
う
と
し
て
彼
ら
は
馬
か
ら
た
た
き
落
と

トマソン・コレクシヨンの全体像237 



さ
れ
た
。
」
(
第
I
巻
一
二
二
頁
)

• 
一
六
四
二
年
六
月
。

王
党
派
神
学
者
ト
マ
ス
・
チ
ェ
シ
ャ

l
(司
5
5
8
n
r
ω
E
B
)
の
説
教
。
ト
マ
ソ
ン
は

「
著
者
の
た

238 

め
に
印
刷
さ
れ
た
」

と
い
う
言
葉
に
次
の
メ
モ
を
加
え
る
。

「
他
に
だ
れ
も
出
そ
う
と
し
な
い
の
で
」
(
第
I
巻
一
二
六
百
(
)

• 
一
六
四
六
年
四
月
。
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ン
ト
(
』
。
『
ロ
の
お
ロ
己
)

「
主
の
食
卓
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
の
擁
護
」
。
著
者

名
の
後
に
、

「
パ
ッ
カ

1
ズ
ペ
リ
l
の
糖
菓
製
造
業
者
」

の週間。

(第
I
巻
四
三

O
頁
)

• 
一
六
四
七
年
八
月
二
日
。
ギ
ル
ド
ホ

l
ル
で
、
重
大
な
暴
動
が
起
こ
っ
た
。
多
く
の
怒
っ
た
独
立
派
が
、

「
ギ
ル
ド
ホ
!
ル

で
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
殺
人
に
か
か
わ
っ
た
、

亡
く
な
っ
た
市
長
、
市
会
議
員
パ
ン
ス
、

そ
の
他
に
関
す
る
、
軍
お
よ
び
上
院

へ
の
二
つ
の
請
願
」
を
出
版
し
た
。
ト
マ
ソ
ン
は
、

「
い
ず
れ
も
忌
わ
し
い
ほ
ど
偽
り
」

と
い
う
メ
モ
を
加
え
て
い
る
。

(第

ー
巻
五
六
三
頁
)

四
頁
に
出
て
い
る
、

一
六
五
二
年
三
月
二
二
日
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
リ
l
(巧邑何回
B
巴
尽
)
に
よ
る
ト
ラ
ク
ト
に
ト
マ
ソ
ン
は
、
第
I
巻
八
六

こ
こ
で
は
引
用
で
き
な
い
形
容
語

[
E
n
ω
S
B
芹ぺ
H

稚
児
、
ホ
モ
の
相
手
]
を
著
者
名
の
と
こ
ろ
に
付

• 加
し
て
い
る
。

• 
一
六
五
七
年
六
月
一
日
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

(
の
め
。
吋
向
。
司
。
凶
)

の
名
に
ト
マ
ソ
ン
は
加
え
る
。

「
別
名
、
あ
ほ
う

[
ガ
チ
ョ
ウ
]
の
ク
エ
ー
カ
ー
」

(
第
二
巻
一
八
七
頁
)

以
上
の
少
数
の
例
は
、
ト
マ
ソ
ン
の
コ
メ
ン
ト
の
興
味
深
い
性
質
を
例
証
す
る
の
に
十
分
だ
ろ
う
。



コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
付
属
す
る
カ
タ
ロ
グ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

ア

ォ

リ

オ

一
二
巻
に
収
め
ら
れ
た
こ
つ
折
版
写
本
(
冨
∞
)
の
カ
タ
ロ
グ
が
付
属
し
て
い
る
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
パ
グ
フ
ォ

1

ド

(
E
R。
aw「
マ
ン
ス
リ

1
・
ミ
セ
ラ
ニ
!
」
誌
、
第
皿
巻
一
七
七
頁
)
に
よ
り
、
競
売
人
マ

1
マ
デ
ュ

l
ク
・
フ
ォ
ス
タ
ー
(
冨

ω
B包
長
。

旬
。
巳

2
)
に
帰
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
は
、
そ
れ
が
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
の
指
示
の
下
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
疑
い
は
あ
り
え
な
い
と

思
う
。
記
載

(gEg)
は
何
人
か
の
異
な
る
人
々
の
手
で
な
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
そ
れ
ら
は
ト
マ
ソ
ン
の
従
業
員
に
よ
り
書
き
写
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

疑
い
も
な
く
ト
マ
ソ
ン
自
身
の
手
で
書
か
れ
た
唯
一
の
文
章
は
、
第
I
巻
の
第
一
頁
の
余
白
に
記
さ
れ
た
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
す
な
わ

ち、

「
子
孫
に
と
っ
て
導
き
手
(
胃

g
E
B
Z
)
と
な
り
う
る
行
為
は
記
録
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
注
意
深
く
保
持
す
る
に
値
す
る
。

ノ
ウ
、

ト
ル
コ
、
歴
」

こ
の
言
葉
は
明
ら
か
に
、
リ
チ
ャ

1
ド
・
ノ
ウ
ル
ズ
(
包
岳
Rι

百
三
-2)
著
『
ト
ル
コ
人
の
歴
史
』
か
ら
の
引

で
あ
る
。

用
だ
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
こ
の
引
用
を
確
か
め
る
こ
と
が
ま
だ
で
き
な
い
で
い
る
。

時
系
列
順
に
見
出
し

(gEg)
を
並
べ
る
と
い
う
原
則
は
、
彼
の
カ
タ
ロ
グ
全
体
を
通
し
て
ト
マ
ソ
ン
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
が
、
し
か

し
、
不
幸
に
も
作
品
を
小
型
四
つ
折
本
、
大
型
四
つ
折
本
、

二
つ
折
本
、
八
つ
折
本
、
法
律
の
五
部
門
に
分
け
た
た
め
に
、

そ
れ
は
損
わ
れ

て
し
ま
っ
た

(
最
後
の

「
法
律
」

2
2
)
と
い
う
の
は
、
少
々
不
可
解
な
表
題
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
制
定
法
と
条
例
だ
け

と
い
〉
つ
の
も
、

で
な
く
、
多
く
の
政
治
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
)
。

か
く
し
て
読
者
は
、
ト
マ
ソ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
あ
る
特
定

の
日
時
の
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
得
ょ
う
と
す
る
と
き
、
五
部
門
の
各
部
門
を
見
て
み
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ト
マ

ソ
ン
の
元
々
の
カ
タ
ロ
グ
を
印
刷
し
、
配
る
と
い
う
カ

1
ラ
イ
ル
の
提
案
(
『
大
英
博
物
館
王
立
委
員
会
に
お
け
る
証
言
記
録
』

一
八
四

O

年
、
二
七
八
、
二
八
二
頁
)

の
実
用
性

(PRESσ
日
守
)
を
著
し
く
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
。
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本
カ
タ
ロ
グ
の
三
区
分
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本
カ
タ
ロ
グ
は
、
三
区
分

2
2
t。ロ
ω)

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
区
分
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
た
で
き
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
ら

が
記
録
す
る
出
来
事
の
日
付
に
従
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
、
全
刊
行
本
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
手
書
き
文
書
の
時
系
列
的
リ
ス
ト
か
ら
成
っ
て

い
る
。
特
定
の
出
来
事
に
言
及
し
て
い
な
い
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
ト
マ
ソ
ン
自
身
の
日
付
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ト
マ
ソ
ン

が
何
ら
か
情
報
を
与
え
て
い
な
い
か
な
り
の
場
合
、
出
版
の
月
を
テ
キ
ス
ト
か
も
し
く
は
他
の
と
こ
ろ
か
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ

う
い
う
場
合
は
す
べ
て
、
本
を
各
月
末
の
と
こ
ろ
に
ま
と
め
た
。
出
版
の
年
を
見
つ
け
る
か
推
測
す
る
こ
と
が
か
ろ
う
じ
て
で
き
た
他
の
場

合
は

(
幸
い
に
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
)
本
は
、

そ
れ
ら
が
言
及
し
て
い
る
年
の
年
末
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
。
全
体
を
通
し
て
、
各
年

が
一
月
一
日
で
始
ま
る
新
し
い
暦
法
が
採
用
さ
れ
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
他
の
部
分
と
切
り
離
さ
れ
て
い
る
一
六
五
八
l

一
六
六
一
年
の
少

数
の
ト
ラ
ク
ト
は
、
そ
れ
ら
の
本
来
の
場
所
に
挿
入
す
る
の
を
許
す
に
は
遅
す
ぎ
て
見
い
だ
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
第
E
巻
の
四
四
一
ー
四

四
六
頁
の
付
録
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
。

カ
タ
ロ
グ
の
第
二
区
分
は
、
新
聞
に
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
、
発
行
の
年
と
月
に
従
っ
て
時
系
列
的
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
読
者
は
、

一
六
四

O
年
[
正
確
に
は
一
六
四
一
年
]
か
ら
一
六
六
二
年
の
各
月
に
ど
ん
な
新
聞
が
印
刷
さ
れ
た
か
一
目
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
三
区
分
は
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

(
索
引
)
か
ら
成
り
、

そ
れ
に
は
、
本
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
に
加
え
て
、
人
物
と
場
所
、

宗
教
的
・
政
治
的
団
体
、
歴
史
的
出
来
事
、

そ
し
て
、
事
実
、
読
者
の
助
け
と
な
る
で
あ
ろ
う
い
か
な
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
は
、
著
者
名
が
分
か
る
場
合
に
は
そ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
。
著
者
名

が
分
か
ら
な
い
本
は
、

そ
の
タ
イ
ト
ル
の
最
初
の
単
語
の
と
こ
ろ
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
あ
る
特
定
の
出
来
事
と
か
主
題
に
か
か
わ



る
本
は
す
べ
て
、

に
索
引
に
載
せ
ら
れ
、

そ
の
後
に
発
行
期
日
が
続
く
。

そ
れ
ら
が
言
及
す
る
出
来
事
な
り
主
題
の
見
出
し
の
と
こ
ろ
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
新
聞
は
、

そ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と

終
わ
り
に

」
の
カ
タ
ロ
グ
が
印
刷
さ
れ
て
以
来
、

フ
ァ
ル
コ
ナ
!
・
メ
イ
ダ
ン
氏
(
冨
『
・

3
-
8
5『
冨
包
自
)

ナ
!
ド
・
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
(
円
。
。

saロ
各
出
巴
色
)
や
他
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
印
刷
業
者
の
奥
付
を
持
っ
た
く
さ
ん
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
実
際
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
印
刷
さ
れ
た
こ
と
を
発
見
し
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
と
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
作
る
作
業
は
、

は
、
内
戦
の
期
間
に
出
さ
れ
、

レ
オ

わ
た
し
が
編
集
責
任
を
取
り
、
刊
行
本
部
の
助
手
た
ち
、

R
・
F
・
シ

の
各
氏
に
よ
っ
て
遂
行

ャ
1
プ
(
∞
『
何
回
弓
)
、

R
・
A
-
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
(
∞
可

g民
巳
E
)
、
W
・
A
-
マ
1
ズ
デ
ン

さ
れ
た
。

(冨

Rag)

G
・
K
・
フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
(
司
。
ュ

2
2
0
)

大
英
博
物
館
図
書
部
長

トマソン・コレクションの全体像24I 
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国

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
索
引
へ
の
手
引
き
」
(
一
九
八
一
)

(
翻
訳
)

序
論

イ
ギ
リ
ス
史
上
一
六
四

O
年
ー
一
六
六
一
年
の
時
期
は
、
歴
史
上
に
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
ま
た
重
大
な
社
会
的
、
政
治
的
変
化

の
時
期
で
あ
っ
た
。

ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
卜
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

こ
の
歴
史
を
画
す
る
時
代
を
描
く
文
書
資
料
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ

(
の
め
。
『
問
。
吋
}
5
B
m
g。
ロ
)
が
同
時
代
に
収
集
し
た
本
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
、
手
書
き
文
書
の
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
在

は
大
英
博
物
館
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
一
四
二
巻
に
納
め
ら
れ
た
二
三
、
九
二
六
余
の
ト
ラ
ク
ト
か
ら
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
大
英
図
書
館

ンと
協
力
し
て
口
口
町
2ω
石
冨
w
g邑
B
ω
-
E
2
5位
。
ロ
巳
社
が
出
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
今
や
利
用
可
能
で
あ
る
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
は
九
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
な
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
は
大
よ
そ
一

O
万
頁
で
あ
る
。
ト
ラ
ク
ト
は
す
べ
て
基
本
的
に
一
六
分

の
一
に
縮
小
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
お
り
、
三
五
ミ
リ
の
シ
ル
ヴ
ァ

l
・
ハ
ロ
ゲ
ン
化
・
ロ

l
ル
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
[
リ

ー
ル
二
五
六
個
]
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
[
一
二
四
二
]
巻
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、

ト
ラ
ク
ト
番

号
順
に
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
、

一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
各
ト
ラ
ク
ト
の
先
頭
に
は
ト
ラ
ク
ト
検
索
記
号
が
付
い
て
い
る
。

[
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
]
各
リ

l
ル
の
冒
頭
、
に
写
真
に
な
っ
て
い
る
内
容
目
次
で
、
そ
の
リ

1
ル
に
出
て
く
る
ト
ラ
ク
ト
が
分
か
る
。

」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
は
、

ブ
ォ

1
テ
ス
キ
ュ
ー
(
の
・
同
・
司
。

H
A
2
2。
)
が
編
集
し
、

一
九

O
八
年
に
大
英
博
物
館
が
出
版
し
た

『
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
マ
ソ
ン
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
一
六
四

O
ー
一
六
六
一
年
の
、
内
戦
・
共
和
国
・
王
制
復
古
に
か
か
わ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

本
、
新
問
、
手
書
き
分
文
書
の
目
録
』
(
わ
巳
己
。
mco
。
コ
Z
E
B
H
)
E
o
s
-
∞8
5
w
Z命
者
名
告
。

3
8門
E
E
E
ω
包七
Z
H在
住
ロ
m
g円
F
o
c
i
-



巧州
wp
任命(リ。
B
E
8
4〈
ゆ
島
町
池
山
口
門
回
一
月

g
s
g位。
p
n。ロ
2
宮内田

σω
刊
の
め
。
円
向
。
叫

4
5
s
g。
P
E
A
F
C
E
5
2
)
[
略
称
『
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
の
こ
の
こ
巻
本
『
目
録
』
[
各
巻
二
分
冊
、
計
四
分
冊
で
出
版
さ
れ
て
い
る
、
赤
本
]
は
、
ト

目
録
』
]
が
含
ま
れ
る
。

ラ
ク
ト
の
出
版
日
付
、
も
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
扱
っ
て
い
る
出
来
事
の
日
付
に
よ
り
、
時
系
列
的
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
は
、
発
行
の
年
と
月
に
従
っ
た
新
聞
の
時
系
列
索
引
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
著
者
・
タ
イ
ト
ル
・
主

題
索
引
[
赤
本
・

2
b
、
四
四
七
頁
以
下
]
を
使
え
ば
、
ト
ラ
ク
ト
に
更
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

本
索
引
[
薄
茶
本
・

1
]
に
つ
い
て

ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
ラ
ク
ト
開
-
(
H
)
'
8
2
N吋

(
N
C
)

用
の
本
索
引
[
薄
茶
本
・

1
]
は、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

の
文
書
と
同
じ
く
、
ト
ラ
ク
ト
番
号
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
目
録
』
[
赤
本
]
お
よ
び
ド
ナ
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
グ
(
口
。
5
5
4『
E
m
)

の
『
シ
ョ
ー
ト
・
タ
イ
ト
ル
目
録

一
六
四
一
ー
ー
一
七

O
O』
(ω}52'd巴
o
n
ω
E
o
m
5
:
:
:
W
5企
山
、
吋

C
C
)
[薄
茶
本
・

2
]
と
一
緒
に
使

用
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
本
索
引
[
薄
茶
本
・

1
]
を
見
る
と
、
各
ト
ラ
ク
ト
が
『
目
録
』
[
赤
本
]

の
ど
の
巻
の
何
頁
に
載
っ
て
い
る
か
、

そ
の
ト
ラ
ク
ト
が
い
つ
出
版
さ
れ
た
か
、

D
・
ウ
ィ
ン
グ
の
『
シ
ョ
ー
ト
・
タ
イ
ト
ル
目
録
』
[
薄

茶
本
・

2
]
に
分
類
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
分
類
番
号
、

そ
れ
か
ら
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
リ

l
ル
番
号
な
ど
が
分

か
る
。
本
索
引
の
第
二
部
[
薄
茶
本
・

2
]
は、

D
・
ウ
ィ
ン
グ
の
番
号
で
見
て
、

そ
れ
が
ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
の
ど
れ
に
当
た
る
か
を

示
す
。
以
下
の
例
で
、

ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
索
引
第
一
部
[
本
書
、
薄
茶
本
・

1
]
に
情
報
が
ど
う
並
ん
で
い
る
か
を
示
す
。

(図
2
参

昭
…
)

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
ト
ラ
ク
ト
の
一
部
は
、

フ
ォ

1
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
目
録
』
[
赤
本
]
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
場
合
、
本
索

引
[
薄
茶
本
・

1
]
の
〈
巻
l

頁
〉
の
と
こ
ろ
は
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
若
干
の
場
合
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
ラ
ク
ト
番
号
が
、

フ
ォ

l
テ

トマソン・コレクションの全体像243 



図
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ト
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番
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義
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互

~
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E
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1
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3
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E
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1
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4
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E
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3
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 1644 -
July 23
，
 
1644 

E
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1
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E
3
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3
ー
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6
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ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
番

号
『
目
録
JI
[
赤
本
]
に
あ

る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
検
索

記
号
に
も
な
る
。

フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
目

録
JI
[
赤
本
]
の
巻
と
頁
を

示
す
。
例
え
ば
3
ー
は
「
新

聞
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
指

し
、
第
2
巻
371
・466
頁

に
あ
る

日
付
は
『
目
録
JI
[
赤
本
]
に
あ
る
ウ
ィ
ン
グ
の
『
シ
ョ
ー
ト
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
コ

も
の

タ
イ
ト
ル
白
金
議
』
に
あ
る
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ど
の
リ
ー

こ
と
を
示
す
。
書
誌
に
つ
ル
に
あ
る
か
を
示
す

い
て
は
同
目
録
を
見
よ

寸寸刊

ウ
ィ
ン
グ
に
よ
る
番
号

斗
ニ
止

D
2
0
0
8
 

1
 

A
3
876 

1
 

1
 

H
8
5
7
 

1
 

?
く
，
月
ヤ
パ
~
G
'
[f'回目設.!I

[
嶋
14J

は
E更
ユ
0
~
二
ド
二
時
紺
t
I
~
，
.
.
l
J
醐
(
お
わ
ド
ユ
~
。
時

J小
ユ
小
~
-
<
r
:
r
~
'
霊
組
U

Î'-1マ
ー
!
ト
?
く
*
"
吋
~
f
-
'
H
E
:
ユ

ゆ
ヰ
ヰ
ド
ユ
~
繍
t
I
~
1
ミ

1)Et~
 ¥
-
'
時
的
G
'
f-" 
W
 G'制lll~;皇

室
必
裾
g
f
~
~

ト(HJ
，..lJ~f-'市lJ

~
O

-þ<制m
~
い
て
ド

r
ム

1ト
ぞ
\
ム
援
と
」
震
基
υ
ド
崎
~
~

1fu 
f-' ~

壁
画
食
初
~
~
O
W
G
'
~
台
，
1
 ¥' G

'
ム
!
ト
ぞ
\
ム
G
'
モ
ト
子
J1宮
E

星雲G'糊tI~，..lJ~
Ç
ì
ド
ユ
ぉ
ユ
ト

J
，..lJ~

4
母
子
。
。

~
~
~
ε
;
~
ì
M
~
'
 
*
帳
ñ
ñ
[
晩

~~14J
比
二
時
ユ
ト
や
お

MÊ
tIわぬ'HE:ユド[f'回穏.!I

[帳
14J

G
'
モ
ト
@
嬰

i副
総
監
組

1長
会

'1同
~
~
D
'

~壁

画
通
宮
G
'

íl
ム~;';\

m
λ
G
'
í
'
r
ャ
糸
口
?
\
ヤ
七
ミ
4
盛
心
Î
'
\
守
マ
ー
}
ト
?
く
什
パ
~
G
'
[f'血膿.!I

[
憶
1
4
J
U
司
ド
ユ
~
民
自
J
な
さ
ê
G
'
栂
々
な
~

f明
頃
会

1舘
聾
J
ド
ユ
~
。

トJ
~
0
G
'
岨
~
~
'
・
国
岡
(ii
崎
~
~
思
H
E
:
MÊ

tI~
G' 
1
 ~眠>

G'，..lJ
~
J
~
f-'~詰罫

J
ド
ユ
~
。



コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
利
用
法

ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
は
、
幾
つ
か
の
方
法
で
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
以
下
は
若
干
の

例
で
あ
る
。時

系
列
で
(
0
2『
O
コO

一oc
一g=可
)

『
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
本
、
新
聞
、
手
書
き
文
書
:
:
:
の
目
録
』
[
赤
本
]
は
、
日
付
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

そ
れ
で
利
用

者
は
、
あ
る
特
定
の
出
来
事
に
つ
い
て
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
そ
の
件
に
関
連
す
る
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば

一
六
四
九
年
一
月
三

O
日

C
S
5
2
0
L
S
)
を
見
る
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
斬
首
さ
れ
て
い
る
。
『
目
録
』

の
見
出
し
(
何
回
件
ユ

2
)
を
見
る
と
、
高
等
裁
判
所
で
の
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
裁
判
、

で』

g
g弓
N
C
E
M吋

一
月
三

O
日
処
刑
と
の
判
決
言
い
渡
し
、

一
月
三

O

日
以
降
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
死
に
関
す
る
国
王
頒
徳
と
哀
悼
の
辞
な
ど
が
あ
る
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
あ
る
特
定
の
ト
ラ
ク
ト
を
見
つ
け
る

の
に
は
、
リ
!
ル
番
号
を
特
定
す
る
た
め
、
本
索
引
[
薄
茶
本
・

1
]
で
、
ト
ラ
ク
ト
番
号
を
調
べ
れ
ば
よ
い
。

新
聞

『
目
録
』
は
、
第
二
巻
[
赤
本
・

2
b
]
の
三
七
一

l
四
四

O
頁
で
、
新
聞
を
別
個
に
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
の
新
聞
リ
ス
ト
は
、

本
索
引
の

〈
巻
|
頁
〉
欄
に
「
ω
l
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
日
付
が
知
ら
れ
て
い
る
時
系
列
的
な
い
ろ
い
ろ
ば
出
来
事
を
追
う
と

き
は
、
新
聞
リ
ス
ト
で
そ
の
年
と
月
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
読
む
た
め
、
該
当
す
る
ト
ラ
ク
ト
を
選
ぶ
の
が
有
益
だ
ろ

う
。
あ
る
特
定
の
新
聞
記
事
を
見
る
た
め
に
は
、
利
用
者
は
何
ヶ
月
か
の
新
聞
の
リ
ス
ト
で
タ
イ
ト
ル
を
探
し
、

そ
れ
か
ら
特
定
さ
れ
た
さ

トマソン・コレクションの全体像245 



ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ク
ト
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
々
の
新
聞
の
号
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
に
散
ら
ば
っ
て
あ
る
。
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著
者
も
し
く
は
タ
イ
ト
ル
の
見
出
し
で

著
者
も
し
く
は
タ
イ
ト
ル
の
見
出
し
で
ア
ク
セ
ス
す
る
の
は
、

フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
目
録
』
第
二
巻
[
赤
本
・

2
b
]
四
四
七
|
七

六
七
頁
の
索
引
を
用
い
、

匹
敵
す
る
見
出
し
と
ト
ラ
ク
ト
番
号
を
見
つ
け
、
本
索
引
[
薄
茶
本
・

1
]
に
よ
り
リ
!
ル
番
号
を
特
定
し
て
、

で
き
る
。

ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
本
、
文
書
類
の
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
、
ウ
ィ
ン
グ
の
『
シ
ョ
ー
ト
・
タ
イ
ト
ル
・
目
録
』
に
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
ち
ら
で
著
者
も
し
く
は
主
要
見
出
し
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
の
は
、

ウ
ィ
ン
グ
で
は
、

E
F同
4
・
と
い
う
場
所
の
記
号
で
示
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ン
グ
の
番
号
を
用
い
る
と
き
、
本
索
引
第
二
部
[
薄
茶
本
・

2
]
に
あ
る
ウ
ィ
ン
グ
参

照
索
引
(
吾
0

4司

E
m
n
g
g
H
E
R
)

い
る
リ
!
ル
番
号
が
分
か
る
。

を
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
、
匹
敵
す
る
ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
番
号
と
、

そ
の
ト
ラ
ク
ト
が
納
め
ら
れ
て

主
題
(
ト
ピ
ッ
ク
)
で

フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
目
録
』
第
二
巻
[
赤
本
・

2
b
]
四
四
七
1

七
六
七
頁
に
あ
る
膨
大
な
索
引
は
、
著
者
も
し
く
は
タ
イ
ト
ル
の

分
析
に
加
え
て
、

ト
ラ
ク
ト
の
主
題
別
の
分
析
も
提
供
す
る
。
こ
の
索
引
を
活
用
し
て
、
利
用
者
は
、
あ
る
主
題
に
つ
い
て
の
見
出
し
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
『
目
録
』
[
赤
本
]
の
巻
と
頁
が
分
か
る
。
適
当
な
見
出
し
が
見
つ
か
れ
ば
、
利
用
者
は
本
索
引
[
薄
茶
本
・

1
]
に

レ
品

h
ソ、

フ
ィ
ル
ム
の
上
の
ト
ラ
ク
ト
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



ノベ
.l.t二

画
明
細

《
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
規
模
》
二
三
、
九
二
六
ト
ラ
ク
ト

一
一
、
一
四
二
巻

販
売
ユ
ニ
ッ
ト
九

《
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
体
裁
》
三
五
ミ
リ
の
ロ

l
ル

《
縮
小
比
率
》

一
六
対

《
陽
陰
》

(
ポ
ラ
リ
テ
イ
)
ー
ー
ー
陽
画
(
℃
。
ω
E
S
)

《
フ
ィ
ル
ム
・
タ
イ
プ
》
古
文
書
保
管
用
フ
ィ
ル
ム

(ωRES-
白
日
)
の
〉
Z
己
規
格
甲
山
H

・N
∞
ム
ミ
ω
お
よ
び

E
R・
∞
山
由
戸
に
適
合
し
た
、

シ
ル
ヴ
ァ

l
・
ハ
ロ
ゲ
ン
化
フ
ィ
ル
ム

《
別
あ
つ
ら
え
の
利
用
補
助
手
段
》

『
目
録
』
(
わ
巳
色
。
mz。
。
ご

Z
E
B
H
}
E
Z
P
回

g
g
w
z。
4
3
3唱。
a
L
E
Z
8
5
2目立
ω
同
己
主
ロ
m
g
円

zci--巧
ω『

L
Z

打。

B
B
S
'巧
g
s・
8
門
一
月

g
z
s
z。
P
打。

--02asp。円向。同
45Egg-
尽
き
a
H
S
F
E
E
S一
大
英
博
物
館
、

一
九

O
八
、
二

巻
本
[
赤
本
]

『
目
録
』
[
赤
本
]
は
記
録
す
る
出
来
事
の
日
付
も
し
く
は
出
版
日
付
に
よ
り
、
ト
ラ
ク
ト
を
時
系
列
順
に
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
『
目
録
』
[
赤
本
]
は
、
新
聞
用
の
索
引
と
、
著
者
・
表
題
・
主
題
別
の
索
引
も
含
む
。
『
目
録
』
[
赤
本
]
は
、
ト
マ
ソ
ン
・

ト
ラ
ク
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
一
緒
に
含
ま
れ
る
。

『
目
録
』
[
赤
本
]
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
ト
ラ
ク
ト
番
号
順
に
並
べ
ら
れ
た
索
引
[
薄
茶
本
]

は

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
い
る
。

こ
の
索
引
[
薄
茶
本
・

1
]
は
、
各
ト
ラ
ク
ト
の
発
行
日
を
示
す
と
同
時
に
、

ウ
イ
ン
グ
の

検
索
番
号
(
ド
ナ
ル
、
ド
・
ウ
ィ
ン
グ
の
『
シ
ョ
ー
ト
・
タ
イ
ト
ル
・
目
録
』
に
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
場
合
は
)
、

ト
ラ
ク

トマソン・コレクションの全体像247 



ト
が
納
め
ら
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
リ

l
ル
番
号
、

お
よ
び
フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
目
録
』
[
赤
本
]
の
頁
な
ど
を

示
す
。
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『
目
録
』
[
赤
本
]
は
ま
た
、

ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
の
番
号
と
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
リ

1
ル
番
号
を
指
示
す
る
、
ウ
ィ
ン
グ

番
号
順
に
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
た
参
照
個
所
も
含
ん
で
い
る
。

《
複
写
コ
ピ

l
の
作
成
》

(
出
向
弓
仏
打
。
日
}
可
〉
〈
包

-mσ
昌
司
)

個
々
の
ト
ラ
ク
ト
の
拡
大
複
写
コ
ピ
!
は
、
使
用
料
規
程
に
基
づ
い
て
で
き
る
。
引
用
は
、
許
可
を
得
て
可
能
で
あ
る
。

《
内
部
に
あ
る
利
用
補
助
手
段
》

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
各
ト
ラ
ク
ト
に
は
、
検
索
記
号
が
先
頭
に
あ
り
、
ト
ラ
ク
ト
番
号
が
分
か
る
。
各
リ

1
ル
の
冒
頭
に
写
真

で
写
し
て
あ
る
内
容
一
覧
は
、

そ
の
リ
!
ル
に
出
て
く
る
ト
ラ
ク
ト
を
示
す
。

使
用
記
号
の
一
覧

次
の
記
号
が
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
検
索
番
号
や
、

フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
目
録
』
[
赤
本
]
で
使
用
さ
れ
た
。

※ 

※ 
※ 

こ
う
し
た
印
が
ト
マ
ソ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
番
号
打
ち
に
用
い
ら
れ
、

フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
目
録
』
[
赤
本
]

に
出
て
く
る
。
本
索
引
[
薄
茶
本
]
や
、

フ
ィ
ル
ム
で
ト
ラ
ク
ト
を
特
定
す
る
目
印
の
上
に
、

そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て

い
る
。



A
、
B
、

c、
:
:
:
上
と
同
様
、
時
々
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
が
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
別
々
の
も
の
を
区
別
す
る
た
め
に
、
ト
ラ
ク

ト
番
号
の
後
に
付
け
ら
れ
る
。

次
の
記
号
は
、
ト
マ
ソ
ン
・
ト
ラ
ク
ト
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
作
成
と
、
本
索
引
[
薄
茶
本
]
の
作
成
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

@ 

こ
の
し
る
し
は
、
本
索
引
[
薄
茶
本
]
に
お
い
て
、
同
一
の
ト
ラ
ク
ト
が
複
数
の
日
付
の
も
と
に
指
示
さ
れ
て
い
る
、

『
目
録
』
[
赤
本
]
の
関
連
個
所
参
照
見
出
し
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。

# 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
同
一
の
ト
ラ
ク
ト
番
号
が
付
さ
れ
た
、
二
つ
の
別
々
の
ト
ラ
ク
ト
を
区
別
す
る
た
め
用
い
ら

れ
た
。

片
側
括
弧
は
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
連
続
で
番
号
を
打
た
れ
て
い
る
ト
ラ
ク
ト
が
、
『
目
録
』
[
赤
本
〕
に
お
い
て

は
各
括
弧
内
の
最
初
の
ト
ラ
ク
ト
番
号
の
も
と
に
示
さ
れ
て
い
る
個
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

注
ー
ー
た
だ
一
つ
の
も
の
で
成
っ
て
い
る
ト
ラ
ク
ト
は
、
『
目
録
』
[
赤
本
]
で
は
、
全
体
的
な
ト
ラ
ク
ト
番
号

(
p
o
m
g
q巳

可何百円

HEHHHσ2)
で
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

フ
ィ
ル
ム
と
本
索
引
の
開
句
。
∞
(

H

)

は
、
『
目
録
』
[
赤
本
]
の
開

8
∞

の
と
こ
ろ
に
見
い
出
さ
れ
る
。
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